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謹
ん
で
新
年
の
御
慶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
す
こ

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し

た
こ
と
大
慶
至
極
に
存
じ
ま
す
。
何
卒
、

本
年
も
相
変
わ
り
ま
せ
ず
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
風
潮
を
み
ま
す
と
、

国
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
の
幸
せ
あ
る

い
は
国
の
成
長
の
度
合
い
を
測
る
基
準

値
を
「
科
学
技
術
の
開
発
」
あ
る
い
は

「
経
済
の
発
展
」
に
求
め
て
い
る
よ
う

な
気
が
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
力
に
よ
っ
て
勢
力

を
拡
大
し
て
き
た
お
ご
り
と
過
信
、
あ

る
い
は
科
学
文
明
に
対
す
る
盲
目
的
追

従
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ら
は
、
力
と
い
う
画
一
的
な
価

値
観
で
世
界
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
、
あ
や
う
さ
を
秘
め
て
い
る

　

年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

除
夜
の
鐘
を
も
っ
て
煩
悩
を
打
ち
払

い
、
新
た
な
志
を
も
っ
て
新
し
い
年
を

迎
え
る
─
諸
行
無
常
の
中
で
自
ら
の

生
き
方
を
考
え
る
伝
統
を
尊
ん
で
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
三
年
。

月
日
の
流
れ
は
早
く
と
も
、
被
災
の
地

で
は
、
未
だ
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
人
が
多
い
現
状
で
す
。

復
興
大
臣
に
お
会
い
し
、
仏
教
界
の
要

望
を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
本
会
の
調

査
で
は
、
被
災
寺
院
は
三
千
六
百
カ
寺

以
上
に
の
ぼ
り
、
多
く
の
尊
い
人
々
の

命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
同
調
査
に
よ
る

と
、
本
会
の
加
盟
団
体
関
係
で
の
支
援

規
模
は
百
億
円
超
に
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
多
く
の
寺
院
が
避
難
所
と
な
り
、

地
元
や
全
国
か
ら
参
じ
た
僧
侶
ら
に
よ

っ
て
、
供
養
を
は
じ
め
多
く
の
活
動
が
、

見
返
り
を
求
め
ず
繰
り
広
げ
ら
れ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
根
ざ
し
た
仏
教
文

よ
う
に
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
は
、
仏
教
が
育
ん
で
き
た
「
慈
悲

心
」
が
未
来
を
決
め
て
い
く
も
の
と
な

る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

す
な
わ
ち
他
者
を
排
除
し
支
配
す
る

の
で
は
な
く
、
共
に
生
き
る
こ
と
、
更

に
他
者
を
生
か
し
め
る
「
忘
己
利
他
」

の
思
想
な
ど
が
私
た
ち
の
文
化
を
豊
か

に
発
展
さ
せ
て
き
た
と
い
う
考
え
方
で

あ
り
ま
す
。

　

混
迷
の
時
代
か
ら
新
し
い
時
代
へ
と

移
る
、
そ
の
扉
を
開
け
る
た
め
に
は
、

仏
教
の
持
つ
寛
容
性
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
皆
様
方
に
は
何
卒
格
段
の
お

力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

化
が
再
認
識
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な

存
在
感
を
も
っ
て
示
さ
れ
、
社
会
に
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
実
践
さ
れ
た
方
々
に

敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
危
機
の
時
で

も
、
ま
た
日
常
時
も
、
社
会
と
共
に
あ

る
仏
教
・
寺
院
・
僧
侶
で
あ
り
続
け
た

い
と
改
め
て
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
は
、
諸
宗
教
間
協
力
に
よ
っ
て

世
界
平
和
を
祈
る
、
国
内
外
か
ら
の
参

加
者
に
よ
るInterFaith

駅
伝
が
わ
が

国
で
初
め
て
開
催
さ
れ
、
ま
た
三
年
後

に
迫
る
本
会
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
す
。

　

公
益
財
団
法
人
に
な
っ
て
ま
も
な
く

二
年
が
経
過
す
る
に
あ
た
り
、
本
会
の

新
体
制
を
振
り
返
り
、
伝
統
仏
教
界
の

さ
ら
な
る
結
束
の
も
と
、
人
々
と
共
に

あ
る
全
日
本
仏
教
会
を
目
指
し
て
精
進

す
る
一
年
で
あ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

加
盟
団
体
・
関
係
各
位
の
ま
す
ま
す
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

 

合　

掌

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

第
二
百
五
十
六
世
天
台
座
主

第
三
十
期
公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
会
長

�

半
田 

孝
淳

第
三
十
期
公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
理
事
長

�

小
林 

正
道

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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第
五
回
理
事
会 

開
催

　次
期
会
長
・
副
会
長
の
推
戴
が
承
認
さ
れ
る

　

十
一
月
十
九
日
午
後
二
時
よ
り
、
京

都
・
浄
土
宗
宗
務
庁
三
階
講
堂
に
お
い

て
標
記
会
議
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は

次
の
通
り
（
順
不
同
、
敬
称
略
）。

　

理
事　

二
十
名
中
十
七
名
出
席

小
林
正
道
、
河
村
松
雄
、
池
田
行
信
、

不
破　

仁
、
松
山
英
照
、
近
藤
昌
俊
、

粕
谷
利
通
、
森
田
俊
朗
、
岡
野
正
純
、

桶
屋
良
祐
、
石
堂
恵
眼
、
山
田
一
眞
、

本
間
孝
康
、
杉
山
令
憲
、
吉
田
教
行
、

長
澤
香
静
、
竹
田
空
尊

　

監
事　

三
名
中
二
名
出
席

井
桁
雄
弘
、
古
澤
勝
浩

　

そ
の
他

下
田
正
弘
（
大
蔵
経
研
究
推
進
会
議
議

長
）、長
谷
川
正
浩（
本
会
顧
問
弁
護
士
）

　
《
決
議
事
項
》

議
案
第
一
号
【
会
長
・
副
会
長
の
推
戴

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
】

　

理
事
会
前
に
開
催
さ
れ
た
会
長
・
副

会
長
推
戴
候
補
者
推
薦
委
員
会
の
答
申

を
受
け
審
議
し
た
結
果
、
全
会
一
致
で

次
の
五
師
を
次
期
本
会
会
長
・
副
会
長

に
推
戴
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
（
写
真

及
び
現
職
を
下
記
に
掲
載
：
敬
称
略
）。

■
第
三
十
一
期
会
長

加
藤
精
一
師
（
真
言
宗
豊
山
派
管
長
）

■
第
三
十
一
期
副
会
長

常
磐
井
慈
祥
師
（
真
宗
高
田
派
法
主
）

石
田
智
圓
師
（
律
宗
管
長
）

御
木
徳
久
師
（
愛
媛
県
仏
教
会
会
長
）

鷹
司
誓
玉
師
（ 

公
益
社
団
法
人
全
日
本 

仏

教
婦
人
連
盟
名
誉
会
長
）

協
議
事
項
第
一
号
【
平
成
二
十
六
年
度

事
業
計
画
大
綱
に
つ
い
て
賛
同
を
求
め

る
件
】

協
議
事
項
第
二
号
【
平
成
二
十
六
年
度

予
算
大
綱
に
つ
い
て
賛
同
を
求
め
る
件
】

　

右
記
二
件
に
つ
い
て
は
、
審
議
の
結

果
全
員
よ
り
賛
同
を
得
た
。

協
議
事
項
第
三
号
【
そ
の
他
】

　

機
関
誌
『
全
仏
』
六
百
号
記
念
刊
行

に
か
か
る
企
画
案
及
び
発
送
等
に
つ
い

て
審
議
を
し
、
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見

を
踏
ま
え
て
引
き
続
き
検
討
を
し
て
い

く
こ
と
で
、
全
員
の
賛
同
を
得
た
。

　
《
報
告
事
項
》

報
告
事
項
第
一
号
【
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
運
営
支
援
の
現
況
報
告
】

　

大
蔵
経
研
究
推
進
会
議
議
長
・
下
田

正
弘
氏
よ
り
、
第
一
期
・
第
二
期
事
業

報
告
及
び
第
三
期
事
業
案
（
平
成
二
十

六
年
四
月
一
日
か
ら
三
ヶ
年
）
の
説
明

が
あ
っ
た
。

第31期会長
加藤　精一
（かとう　せいいち）

〇昭和11年6月27日生
■真言宗豊山派第32世管長
■総本山長谷寺第86世化主
■ 東京都第五号宗務支所第224番南蔵院住職
　（東京都練馬区）

第31期副会長
常磐井 慈祥　（ときわい　じしょう）

〇昭和34年11月18日生
■真宗高田派専修寺
　第25世法主
■公益財団法人
　中村元東方研究所
　研究員
■東方学院講師

第31期副会長
御木　徳久　（みき　とくひさ）

〇昭和35年5月16日生
■愛媛県仏教会会長
■松山市仏教会顧問
■黄檗宗安城寺住職
■黄檗宗龍蔵寺住職

第31期副会長
石田　智圓　（いしだ　ちえん）

〇昭和10年7月9日生
■律宗管長
■唐招提寺
　第87世長老
■公益財団法人
　美術院評議員
■奈良古文化保存
　協会理事
■公益社団法人
　奈良市観光協会
　顧問

第31期副会長
鷹司　誓玉　（たかつかさ　せいぎょく）

〇昭和4年10月28日生
■大本山善光寺
　大本願法主
■全日本仏教婦人連盟
　名誉会長
■全日本尼僧法団
　総裁及び
　長野県支部長
■浄土宗吉水会
　名誉顧問及び
　長野県支部長
■ガールスカウト
　日本連盟長野県
　第31団委員長
■道心会総裁
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平
成
二
十
五
年
度　

加
盟
団
体
顧
問
弁
護
士
連
絡
会（
告
知
）

テ
ー
マ
：
宗
教
法
人
設
立
認
証
制
度
の
現
状

　

宗
教
法
人
設
立
に
伴
う
手
続
き
は
、

宗
教
法
人
法
第
十
二
条
に
お
い
て
定
め

ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
、
同
十
三
条
で

定
め
ら
れ
る
書
類
を
整
備
の
上
、
所
轄

庁
へ
提
出
し
、
宗
教
法
人
の
認
証
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
文
化
庁
が
認
証
手
続
き
の

所
轄
と
な
る
各
都
道
府
県
に
示
し
た

「
宗
教
法
人
の
規
則
等
の
認
証
に
関
す

る
審
査
基
準
（
留
意
事
項
）」
に
は
、

前
記
の
書
類
の
他
、
申
請
を
す
る
法
人

の
過
去
三
年
程
度
の
実
績
一
覧
及
び
収

支
予
算
・
決
算
書
に
つ
い
て
も
提
出
を

求
め
、
申
請
を
行
な
う
団
体
に
対
し
厳

密
な
審
査
を
行
な
う
こ
と
を
求
め
て
お

り
、
現
在
は
、
こ
の
留
意
事
項
に
従
っ

た
認
証
手
続
き
が
一
般
化
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
宗
教
法
人
の
設
立
認
証
を

受
け
る
為
に
は
、
宗
教
法
人
法
に
定
め

ら
れ
る
手
続
き
を
進
め
た
と
し
て
も
、協

議
期
間
を
含
め
、最
低
三
年
間
は
認
証
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
事
態
に
対
し
、「
宗
教
法

人
法
か
ら
逸
脱
し
て
お
り
、
違
法
な
制

度
だ
」
と
い
っ
た
声
も
あ
る
が
、
反
社

会
的
組
織
に
よ
る
宗
教
法
人
の
設
立
に

歯
止
め
を
か
け
る
制
度
で
も
あ
り
、
こ

の
認
証
制
度
に
つ
い
て
は
賛
否
が
分
か

れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
顧
問
弁
護
士
連
絡

会
で
は
、
文
化
庁
の
示
す
留
意
事
項
に

つ
い
て
、
元
文
化
庁
職
員
で
大
正
大
学

教
授
の
村
上
興
匡
師
に
よ
る
講
演
の
後
、

出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換
を
行
い
、
こ

の
認
証
制
度
の
必
要
性
も
含
め
、
多
角

的
見
地
に
よ
り
議
論
を
す
る
予
定
で
あ

る
。◆

開
催
日
程
（
予
定
）

【
日
時
】
平
成
二
十
六
年
二
月
四
日（
火
）

　

午
後
一
時
～
智
積
院
特
別
拝
観

　

午
後
二
時
～
連
絡
会
開
始

【
会
場
】
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁

【
参
加
対
象
】
加
盟
団
体
顧
問
弁
護
士
・

加
盟
団
体
担
当
職
員

【
問
合
せ
】
全
日
本
仏
教
会
社
会
人
権
部

　

担
当
／
大
辻
・
田
代

第
四
回 

人
権
問
題
連
絡
協
議
会 

（
告
知
）

テ
ー
マ
：
仏
教
会
は
現
行
死
刑
制
度
を
ど
う
捉
え
考
え
る
か
？

　

本
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
問
題

の
解
消
、
人
権
擁
護
の
推
進
等
を
仏
教

界
で
推
し
進
め
る
た
め
、
加
盟
団
体
の

人
権
関
係
担
当
者
が
出
席
す
る
、
人
権

問
題
連
絡
協
議
会
を
年
二
回
開
催
し
て

い
る
。
今
回
は
、
日
本
の
死
刑
制
度
に

つ
い
て
協
議
を
す
る
。

　

日
本
国
内
で
は
「
死
刑
」
は
法
的
な

根
拠
を
伴
っ
て
お
り
、
現
在
も
死
刑
執

行
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
世

界
各
国
に
目
を
向
け
る
と
、
死
刑
制
度

廃
止
を
決
定
す
る
国
の
数
が
年
々
増
え

て
お
り
、
二
〇
一
二
年
の
時
点
で
、
死

刑
制
度
自
体
を
廃
止
（
又
は
停
止
）
し

て
い
る
国
は
百
四
十
カ
国
、
二
〇
一
二

年
に
死
刑
を
執
行
し
た
国
は
二
十
一
カ

国
で
あ
る
。

　

世
界
的
に
死
刑
制
度
が
廃
止
（
又
は

停
止
）
さ
れ
て
い
る
大
き
な
理
由
は
、

一
九
四
八
年
に
国
連
よ
り
出
さ
れ
た

「
す
べ
て
人
は
生
命
に
対
す
る
権
利
を

有
す
る
」
と
明
記
す
る
世
界
人
権
宣
言

に
基
い
て
い
る
。
以
降
、
日
本
は
国
連

の
自
由
権
規
約
人
権
委
員
会
、
欧
州
地

域
四
十
七
ヵ
国
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
欧

州
評
議
会
か
ら
死
刑
制
度
に
関
し
て
見

直
す
べ
き
と
の
勧
告
を
受
け
て
い
る
が
、

死
刑
制
度
に
つ
い
て
の
議
論
は
日
本
国

内
及
び
仏
教
界
で
充
分
行
わ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
実
情
が
あ
る
。

　

今
回
の
人
権
問
題
連
絡
協
議
会
で
は

日
本
弁
護
士
連
合
会
よ
り
講
師
を
招
き
、

講
演
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
死

刑
制
度
が
存
続
し
て
い
る
理
由
や
、
死

刑
制
度
を
廃
止
し
た
場
合
の
問
題
点
及

び
必
要
と
な
る
法
整
備
等
を
中
心
に
、

人
権
的
見
地
か
ら
こ
の
問
題
を
取
り
上

げ
る
。
講
演
後
に
は
、
出
席
者
同
士
に

よ
る
意
見
交
換
の
時
間
を
設
け
、
議
論

を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
事
を
目
的

と
す
る
。

【
日
時
】

　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
七
日（
木
）

【
会
場
】�

　

真
宗
大
谷
派
宗
務
所

【
参
加
対
象
】�

　

加
盟
団
体
人
権
問
題
担
当
者

【
問
合
せ
】�

　

全
日
本
仏
教
会
社
会
人
権
部

　

担
当
／
大
辻
・
西
野
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InterFaith 

日
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催
に
つ
い
て

開
催
ま
で
の
経
緯

　

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
諸
宗
教
間
の
相

互
理
解
と
世
界
平
和
を
祈
願
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る

InterFaith

（
諸
宗
教
間
交
流
）
駅
伝

（
以
下
：
Ｉ
Ｆ
駅
伝
）
に
、
昨
年
六
月
、

日
本
の
宗
教
界
か
ら
本
会
代
表
団
が
初

め
て
参
加
し
た
こ
と
が
機
縁
と
な
り
、

日
本
を
代
表
す
る
宗
教
都
市
で
あ
り
、

駅
伝
発
祥
の
地
で
も
あ
る
京
都
で
Ｉ
Ｆ

駅
伝
を
開
催
す
べ
く
、
関
係
各
所
と
協

議
を
重
ね
、十
月
二
十
九
日
、京
都
マ
ラ

ソ
ン
実
行
委
員
会
の
中
で
、
京
都
マ
ラ

ソ
ン
２
０
１
４
に
お
い
て
Ｉ
Ｆ
駅
伝
を

併
催
す
る
こ
と
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、（
公
財
）
日
本
宗

教
連
盟
、
京
都
府
宗
教
連
盟
を
構
成
す

る
諸
宗
教
団
体
の
協
力
の
も
と
、
十
一

月
一
日
にInterFaith

日
本
実
行
委
員

会
を
組
織
し
、
駅
伝
を
軸
と
し
た
諸
宗

教
間
交
流
を
は
じ
め
、
一
般
の
方
々
と

も
交
流
が
で
き
るInterFaith

日
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
：
Ｉ
Ｆ
日
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
実
施
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て

い
る
。
な
お
、
同
日
、
門
川
大
作
京
都

市
長
に
Ｉ
Ｆ
駅
伝
開
催
の
報
告
を
し
、

深
い
ご
理
解
と
励
ま
し
の
お
言
葉
を
頂

戴
し
た
。

　

ま
た
、
十
二
月
二
日
に
は
Ｉ
Ｆ
日
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
仮
サ
イ
ト
が
立
ち
上
が

り
、
一
月
中
旬
に
公
式
サ
イ
ト
に
移
行

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
告
知
や
周
知

活
動
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.interfaith-japan.com

./

　

Ｉ
Ｆ
日
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
が
、

特
に
宗
教
に
無
関
心
な
若
者
に
と
っ
て
、

宗
教
に
対
す
る
理
解
と
造
詣
を
深
め
る

き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
し
て
価
値
観
や

思
想
の
多
様
性
を
認
め
あ
う
こ
と
の
重

要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
社

会
問
題
の
解
決
や
東
日
本
大
震
災
の
復

興
、
世
界
平
和
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

InterFaith

日
本
実
行
委
員
会

委
員
構
成

【
顧
問
】

・
芳
村
正
德
（
教
派
神
道
連
合
会
理
事
長
）

・
小
林
正
道
（〈
公
財
〉
全
日
本
仏
教

会
理
事
長
）

・
渡
邉
純
幸
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合

会
会
長
）

・
田
中
恆
清
（
神
社
本
庁
総
長
）

・
岡
野
正
法
（〈
公
財
〉
新
日
本
宗
教

団
体
連
合
会
理
事
長
）

【
委
員
】
※
委
員
長　

関
﨑
幸
孝

・
宍
野
史
生
（〈
公
財
〉
日
本
宗
教
連

盟
幹
事
、
教
派
神
道
連
合
会
幹
事
）

・
関
﨑
幸
孝
（〈
公
財
〉
日
本
宗
教
連

盟
幹
事
、〈
公
財
〉
全
日
本
仏
教
会

事
務
総
長
）

・
久
保
公
平
（〈
公
財
〉
日
本
宗
教
連

盟
幹
事
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会

常
任
委
員
）

・
湯
澤　

豊
（〈
公
財
〉
日
本
宗
教
連

盟
幹
事
・
同
事
務
局
長
、
神
社
本
庁

渉
外
部
長
）

・
斎
藤
謙
次
（〈
公
財
〉
日
本
宗
教
連

盟
幹
事
、〈
公
財
〉
新
日
本
宗
教
団

体
連
合
会
事
務
局
長
）

・
長
澤
香
静
（
京
都
仏
教
会
事
務
局
長
）

・
熊
谷
正
明
（
京
都
府
仏
教
連
合
会
事

務
総
局
員
）

・
中
嶋
茂
博
（
京
都
府
神
社
庁
参
事
）

・
村
田
健
史
（
神
社
本
教
責
任
役
員
）

・
川
村
哲
嗣
（
京
都
キ
リ
ス
ト
教
協
議

会
会
長
）

・
山
田　

歌
（
宗
教
法
人
大
本
大
本
本

部
総
務
課
主
幹
）

・
安
村
真
一
郎
（
天
理
教
京
都
教
区
主

事
）

・
池
川
智
世
雄
（
金
光
教
代
表
役
員
）

・
森
井
謹
三
（
新
日
本
宗
教
団
体
連
合

会
京
都
府
協
議
会
事
務
局
長
）

・
松
山
大
耕
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
退
蔵

院
副
住
職
）

第１回InterFaith日本実行委員会（京都：立正佼成会普門館会議室）
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総
本
山
仁
和
寺
第
五
十
世
門
跡

真
言
宗
御
室
派
管
長

立
部
祐
道
大
僧
正
晋
山
式
・
祝
賀
会
開
催

　

十
一
月
十
三
日
午
前
十
一
時
よ
り
、

真
言
宗
御
室
派
総
本
山
仁
和
寺
金
堂
に

お
い
て
立
部
祐
道
大
僧
正
猊
下
の
晋
山

式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
本
会
か
ら
は
関

﨑
幸
孝
事
務
総
長
が
半
田
孝
淳
会
長
の

名
代
と
し
て
出
席
し
た
。

　

式
に
は
総
本
山
仁
和
寺
関
係
者
・
真

言
宗
各
派
総
大
本
山
会
関
係
者
・
地
元

関
係
者
が
僧
俗
共
々
に
多
数
参
集
し
、

晋
山
式
が
勤
め
ら
れ
た
。
瀬
川
大
秀
仁

和
寺
執
行
長
の
謝
辞
で
閉
式
後
、
京
都

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
会
場
を
移
し
、
盛

大
な
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
祝
賀
会
に
は
真
言
宗
各
派
総
大

本
山
会
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
を
は
じ
め
、

派
内
公
職
者
、
行
政
の
首
長
、
企
業
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
、
門
跡
の
関
係
者
等

約
三
百
三
十
名
が
出
席
さ
れ
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
黒
沢
全
紹
大
僧
正
、

山
田
啓
二
京
都
府
知
事
、
門
川
大
作
京

都
市
長
、
千
玄
室
仁
和
寺
信
徒
総
代
が

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
立
部
門

跡
が
登
壇
さ
れ
、
十
代
で
出
家
し
て
以

来
の
思
い
出
を
語
ら
れ
る
中
で
大
切
に

し
て
き
た
言
葉
と
し
て
「
貌
・
言
・
視
・

聴
・
思
」
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
感
涙
の

面
持
ち
で
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
立
部
門
跡
自
坊
の
伊
豆
美
沙

子
総
代
の
発
声
で
声
高
ら
か
に
乾
杯
が

唱
和
さ
れ
、
祝
宴
が
開
始
さ
れ
た
。

　

暫
し
の
間
、
会
場
内
は
歓
談
に
包
ま

れ
て
い
た
が
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う

ち
に
瞬
く
間
に
中
締
め
の
時
間
と
な
り
、

瀬
川
大
秀
仁
和
寺
執
行
長
の
謝
辞
で
閉

宴
と
な
っ
た
。

祝賀会の様子

長
崎
市
仏
教
連
合
会
主
催

平
和
祈
念
仏
舎
利
奉
安
式
開
催

　

十
一
月
十
六
日
、
長
崎
市
原
子
爆
弾

無
縁
死
没
者
追
悼
祈
念
堂
（
以
下
：
追

悼
祈
念
堂
）
に
お
い
て
、
長
崎
市
仏
教

連
合
会
主
催
の
も
と
、
平
和
祈
念
仏
舎

利
奉
安
式
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
百

名
程
が
参
加
し
、
仏
舎
利
の
安
置
と
併

せ
て
、
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
と
恒
久
平
和

を
願
っ
た
。

　

今
回
安
置
さ
れ
た
「
お
釈
迦
様
の
遺

骨
」
で
あ
る
仏
舎
利
は
、
昭
和
二
十
九

（
一
九
四
五
）
年
に
イ
ン
ド
の
ネ
ー
ル

首
相
（
当
時
）
か
ら
原
爆
犠
牲
者
の
慰

霊
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
っ
て
長
崎

市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
。
長
崎
市
仏
教

連
合
会
が
管
理
を
し
て
い
た
当
初
か
ら
、

仏
舎
利
の
安
置
の
た
め
に
、
長
崎
市
は

仏
舎
利
塔
建
設
計
画
等
を
進
め
た
が
、

中
止
が
続
い
た
。
以
降
約
六
十
年
、
長

崎
市
仏
教
連
合
会
の
歴
代
会
長
が
自
身

の
寺
で
保
管
し
、
法
要
を
実
施
し
て
き

た
。
長
崎
市
仏
教
連
合
会
は
「
多
く
の

市
民
の
目
に
留
ま
る
」
場
所
で
の
安
置

を
希
望
し
て
い
た
が
、
実
現
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

　

今
回
の
安
置
は
、
田
上
富
久
長
崎
市

長
が
ネ
パ
ー
ル
を
訪
れ
た
際
に
「
仏
舎

利
が
ネ
ー
ル
首
相
か
ら
長
崎
市
へ
寄
贈

さ
れ
た
」
と
い
う
資
料
を
見
た
こ
と
が

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。
寄
贈
の
事

実
を
知
っ
た
長
崎
市
長
は
、
日
本
で
確

認
の
後
、
長
崎
市
仏
教
連
合
会
と
の
協

議
を
重
ね
、
今
回
の
安
置
が
決
ま
っ
た
。

　

追
悼
祈
念
堂
に
は
、
原
子
爆
弾
に
よ

っ
て
亡
く
な
っ
た
、
身
元
や
氏
名
不
詳

の
ご
遺
骨
、
引
き
取
り
手
が
な
い
ご
遺

骨
が
観
音
像
と
と
も
に
安
置
さ
れ
て
い

る
。
安
置
さ
れ
て
い
る
ご
遺
骨
は
八
千

九
百
六
十
四
名
分
（
平
成
二
十
五
年
五

月
現
在
）
に
な
る
と
い
う
。

　

奉
安
式
に
は
長
崎
市
長
も
訪
れ
「
原

爆
犠
牲
者
の
冥
福
を
お
祈
り
す
る
」
と

述
べ
、
参
加
者
と
と
も
に
恒
久
平
和
を

願
っ
た
。

挨拶する田上長崎市長



2014年1月1日7 ZENBUTSU

第
三
十
五
回 

埼
玉
県
佛
教
徒
大
会
・
第
十
七
回
わ
か
る
仏
教
講
演
会 

開
催

大
会
テ
ー
マ
『
心 

豊
か
に
生
き
る
』

　

標
記
大
会
が
十
一
月
十
八
日
、
埼
玉

県
鴻
巣
市
の
ク
レ
ア
こ
う
の
す
大
ホ
ー

ル
を
会
場
に
、
一
般
財
団
法
人
埼
玉
県

佛
教
会
と
鴻
巣
市
仏
教
会
・
鴻
巣
地
区

仏
教
研
究
会
に
よ
る
共
催
の
も
と
開
催

さ
れ
た
。

　

大
会
は
記
念
法
楽
と
講
演
会
・
雅
楽

演
奏
の
三
部
で
構
成
さ
れ
、
最
初
に
開

会
行
事
と
し
て
記
念
法
楽
が
行
わ
れ
た
。

埼
玉
県
佛
教
会
の
萩
野
映
明
会
長
（
本

会
副
会
長
）
導
師
の
も
と
、
参
加
者
一

同
で
三
帰
依
文
を
唱
和
し
、
導
師
表
白

奏
読
の
後
、
参
加
者
一
同
で
般
若
心
経

を
勤
め
た
。
引
き
続
き
萩
野
会
長
が
挨

拶
し
、
約
千
名
の
来
場
者
に
対
し
て
歓

迎
の
言
葉
と
、
全
国
の
台
風
被
害
者
に

つ
い
て
、
お
見
舞
い
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
た
。

　

次
に
本
会
を
代
表
し
て
大
辻
隆
善
社

会
人
権
部
長
が
、
続
い
て
鴻
巣
市
長
代

理
の
武
藤
宣
夫
鴻
巣
市
教
育
長
が
挨
拶

を
行
い
開
式
法
楽
が
終
了
し
た
。

　

続
い
て
講
演
会
が
行
わ
れ
、
曹
洞
宗

愛
知
専
門
尼
僧
堂
堂
長
の
青
山
俊
董
師

が『
今
こ
こ
を
ど
う
生
き
る
～
勅
題「
立

つ
」
に
よ
せ
て
』
と
題
し
講
演
さ
れ
た
。

青
山
師
は
、
ま
ず
勅
題
に
ち
な
ん
だ
自

作
の
歌
を
披
露
し
、
人
生
訓
を
説
か
れ

た
後
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
用
い
な
が

ら
、
分
か
り
易
い
言
葉
で
心
豊
か
に
生

き
る
ヒ
ン
ト
を
話
さ
れ
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
で
行
わ
れ
た
雅
楽
奏
楽

は
、
真
言
宗
智
山
派
智
山
雅
楽
会
に
よ

り
、
厳
か
な
演
奏
と
勇
壮
華
麗
な
舞
が

披
露
さ
れ
、
来
場
者
は
魅
了
さ
れ
て
い

た
。
奏
楽
に
引
き
続
き
閉
会
式
が
行
わ

れ
、
鴻
巣
市
仏
教
会
会
長
の
馬
場
知
行

師
の
閉
会
の
言
葉
を
も
っ
て
大
会
は
盛

会
裏
に
円
成
し
た
。

青山師による講演

第
四
十
八
回　

大
阪
府
佛
教
徒
大
会　

開
催

　

十
一
月
十
八
日
（
月
）
午
後
三
時
三

十
分
よ
り
、「
第
四
十
八
回
大
阪
府
佛

教
徒
大
会
」
が
、
大
阪
府
佛
教
会
・
大

阪
府
佛
教
青
年
会
・
大
阪
府
宗
教
連
盟

の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
三

百
名
程
で
、
本
会
か
ら
は
久
喜
和
裕
財

務
部
長
が
参
加
し
た
。

　

開
会
後
、「
東
日
本
大
震
災
物
故
者

三
回
忌
追
悼
並
び
に
復
興
祈
願
法
要
」

と
「
大
阪
府
佛
教
会
会
員
物
故
者
追
悼

法
要
」
が
、
井
桁
雄
弘
大
阪
府
佛
教
会

会
長
導
師
の
も
と
、
浄
土
宗
の
法
式
に

則
り
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
東
北
の
被
災
地

の
物
産
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
被
災
地

に
寄
り
添
う
大
阪
府
佛
教
会
の
姿
勢
が

感
じ
ら
れ
た
。

　

式
典
で
は
、
ま
ず
井
桁
会
長
か
ら
の

挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
、
住
職
在
任

三
十
年
の
方
々
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
半
田
孝
淳
会
長
本

会
会
長
か
ら
の
祝
辞
を
代
読
し
、
次
に
、

倍
厳
良
舜
融
通
念
仏
宗
管
長
、
近
畿
宗

教
連
盟
理
事
長
の
挨
拶
、
松
井
大
阪
府

知
事
の
祝
辞
が
代
読
さ
れ
た
。

　

式
典
終
了
後
の
講
演
会
で
は
、
有
馬

賴
底
京
都
仏
教
会
会
長
・
臨
済
宗
相
国

寺
派
管
長
猊
下
に
よ
る
「
別
に
工
夫
な

し
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

ブ
ー
タ
ン
国
王
夫
妻
を
お
迎
え
し
た

際
の
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
ブ
ー

タ
ン
に
招
か
れ
た
際
の
国
を
挙
げ
て
の

歓
迎
の
様
子
、
さ
ら
に
、
険
し
い
山
岳

地
帯
で
の
厳
し
い
生
活
の
中
に
息
づ
い

て
い
る
文
化
、
そ
し
て
豊
か
さ
と
は
何

か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
ブ
ー
タ
ン
国
民

の
心
豊
か
な
生
活
の
紹
介
な
ど
、
自
ら

の
体
験
を
交
え
な
が
ら
、
禅
味
溢
れ
る

講
演
を
さ
れ
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
引
き
続
き
同
会
場

に
お
い
て
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ

れ
た
。
参
加
者
は
更
に
増
え
、
五
百
名

近
い
大
阪
府
佛
教
会
会
員
及
び
関
係
者

が
懇
親
を
深
め
た
。

　

懇
親
の
席
で
は
、
前
田
定
戒
本
会
副

会
長
・
和
歌
山
県
仏
教
会
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
井
桁
会
長
の
檀
家
で
あ
り
女

優
の
三
林
京
子
氏
の
挨
拶
も
あ
り
、
華

や
か
に
、
ま
た
和
や
か
な
中
に
懇
親
会

が
執
り
行
わ
れ
た
。
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東
京
都
仏
教
連
合
会
主
催

第
二
十
五
回　
「
成
道
会
の
集
い
」　

開
催

　

東
京
近
郊
の
伝
統
仏
教
宗
派
や
寺
院

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
中
学
校
・
高
等

学
校
の
連
合
体
で
あ
る
、
仏
教
主
義
学

校
連
盟
が
主
催
す
る
第
三
十
回
弁
論
大

会
が
十
一
月
二
十
九
日
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
開
催
さ
れ
た
。
弁
論
大
会
の
後

援
は
東
京
都
仏
教
連
合
会
、
全
日
本
仏

教
会
は
協
賛
を
し
て
い
る
。

　

会
場
は
、
本
年
四
月
に
品
川
区
大
崎

か
ら
大
田
区
西
馬
込
に
移
転
し
、
新
装

さ
れ
た
立
正
大
学
学
園
立
正
中
学
校
・

高
等
学
校
内
の
行
学
ホ
ー
ル
で
十
三
校

の
中
学
一
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
の
弁

士
二
十
三
名
と
各
学
校
の
生
徒
六
百
名

余
り
が
参
加
し
た
。

　

弁
士
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
生
き
方
、

男
女
差
別
や
環
境
、
平
和
の
実
現
な
ど

の
社
会
問
題
を
テ
ー
マ
に
五
分
間
の
弁

論
で
論
理
的
か
つ
気
持
ち
を
込
め
た
表

現
力
を
も
っ
て
審
査
員
や
聴
衆
に
向
け

て
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
発
表
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
審
査
員
を
務
め
た

関
㟢
幸
孝
本
会
事
務
総
長
は
、「
今
回

も
各
弁
士
の
真
摯
な
主
張
に
感
動
し
た
。

こ
の
大
会
が
継
続
さ
れ
、
発
展
さ
れ
る

こ
と
を
望
み
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

各
賞
は
、
一
位
一
名
、
二
位
三
名
、

三
位
三
名
。
今
回
の
弁
論
大
会
で
は
、

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
際
し
、
来
日
さ
れ
る
海
外
の
方
々

へ
日
本
人
の
や
さ
し
い
気
遣
い
を
テ
ー

マ
に
し
た
発
表
が
一
位
、
二
位
を
占
め

た
。

　

一
位
に
は
、
駒
澤
学
園
女
子
高
等
学

校
一
年
生
木
村
華は

ん
な

さ
ん（
写
真
）が「
お

も
て
な
し
」と
題
し
、
受
賞
し
た
。
併
せ

て
本
会
の
全
日
本
仏
教
会
会
長
賞
も
受

賞
。
副
賞
と
し
て
、
半
田
孝
淳
会
長
が

揮
毫
し
た
色
紙「
忘
己
利
他（
己
を
忘
れ

て
他
を
利
す
る
は
慈
悲
の
極
み
な
り
）」

を
関
㟢
事
務
総
長
よ
り
贈
呈
し
た
。

　

二
位
は
、
立
正
大
学
付
属
立
正
高
等

学
校
二
年
天
野
咲さ

き

さ
ん
が
「
お
も
て
な

し
の
心
」
で
受
賞
し
、
併
せ
て
山
本
慧え

彊き
ょ
う

賞
も
受
賞
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
三
十
五
年
前
に
第
十

二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
が
日
本
で
開
催

さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
始
ま
っ
た
。

　

十
二
月
五
日
（
木
）
午
後
一
時
よ
り
、

朝
日
ホ
ー
ル
（
東
京 

有
楽
町
マ
リ
オ

ン
十
一
階
）
に
て
、
一
般
の
方
々
を
対

象
に
し
た
「
成
道
会
の
集
い
」
が
開
催

さ
れ
た
。
都
内
地
域
仏
教
会
に
所
属
さ

れ
る
僧
侶
を
含
め
て
約
六
百
五
十
名
が

参
加
し
た
。

　

内
容
は
三
部
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

第
一
部
は
神
田
秀
順
東
京
都
仏
教
連
合

会
会
長
を
導
師
と
し
て
法
要
が
厳
修
さ

れ
、
後
援
団
体
で
あ
る
（
公
社
）
全
日

本
仏
教
婦
人
連
盟
有
志
の
手
に
よ
り
献

灯
・
献
花
・
献
香
が
行
わ
れ
た
。
法
要

終
了
後
、
神
田
会
長
の
ご
法
話
を
い
た

だ
い
た
。

　

続
い
て
第
二
部
は
、
東
京
大
学
名
誉

教
授
の
養
老
孟
司
先
生
が
「
暮
ら
し
の

中
の
仏
教
者
─
幸
せ
を
感
じ
る
ヒ
ン
ト

─
」と
題
し
て
講
演
。
養
老
先
生
は「
近

年
は
死
亡
者
の
九
十
二
％
が
病
院
で
亡

く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
皆
さ
ん
は
今
、

仮
退
院
中
な
の
で
す
。」
と
参
加
者
へ

語
り
な
が
ら
、「
自
分
は
急
に
死
ん
で

も
困
ら
な
い
が
、
残
さ
れ
た
他
人
は
急

で
は
困
る
。
つ
ま
り
自
分
と
は
他
人
の

た
め
、
人
生
は
人
の
た
め
に
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」
と
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
人
生
を
上
手
に
生
き
る
た
め

の
考
え
方
を
話
さ
れ
、
参
加
者
は
大
き

く
頷
き
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

第
三
部
は
清
興
と
し
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ「
お

か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」
の
身
体
表
現

コ
ー
ナ
ー
「
パ
ン
ト
！
」
の
マ
イ
ム
振

付
、
指
導
と
し
て
参
加
中
の
カ
ン
ジ
ヤ

マ
・
マ
イ
ム
の
お
二
人
に
よ
る
パ
ン
ト

マ
イ
ム
が
披
露
さ
れ
た
。お
二
人
は「
身

体
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
、
笑
っ
て
、
想

像
し
て
く
だ
さ
い
。
も
っ
と
元
気
に
な

れ
ま
す
。
そ
し
て
子
供
た
ち
に
そ
の
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」
と
述
べ
た
。

最
後
は
全
員
で
体
を
動
か
し
、
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
た
。

　

第
三
部
終
了
後
、
山
田
一
眞
東
京
都

仏
教
連
合
会
理
事
長
よ
り
参
加
者
に
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
閉
会
と
な
っ
た
。

法要の様子

仏
教
主
義
学
校
連
盟
主
催
第
三
十
回
弁
論
大
会
開
催

一位になった木村華さん
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謹　　賀　　新　　年謹　　賀　　新　　年
曹
洞
宗
宗
務
庁

管　
　
　

長 

福　

山　

諦　

法

宗
務
総
長 

佐
々
木　

孝　

一

参　
　
　

議 
羽　

仁　

素　

道

参　
　
　

議 

梅　

田　

泰　

隆

伝
道
部
長 

齋　

藤　

裕　

道

人
事
部
長 

中　

野　

重　

哉

教
学
部
長 

千　

葉　

省　

三

総
務
部
長 

坂　

野　

浩　

道

教
化
部
長 

小　

島　

𣳾　

道

出
版
部
長 

砂　

越　

隆　

侃

財
政
部
長 

伊　

藤　

道　

宣

東
京
都
港
区
芝
二
─
五
─
二

〒
105
─

8544 

〇
三（
三
四
五
四
）五
四
一
一

http://w
w
w
.sotozen-net.or.jp

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

総　
　
　

長 

園　

城　

義　

孝

総　
　
　

務 

桑　

羽　

隆　

慈

総　
　
　

務 

本　

多　

隆　

朗

総　
　
　

務 

松　

永　

大　

德

副　

総　

務 

山　

階　

昭　

雄

副　

総　

務 
山　

下　

義　

円

宗
門
長
期
振
興
計
画

推
進
対
策
室
長 

武　

野　

公　

昭

統
合
企
画
室
長 

中　

尾　

史　

峰

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

総
合
研
究
所
長 

佐
々
木　

惠　

精

京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
る

浄
土
宗
本
願
寺
派 

伝
道
本
部（
宗
務
所
）

〒
600
─

8501 

〇
七
五（
三
七
一
）五
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
五（
三
五
一
）一
三
七
二

http://w
w
w
.hongw

anji.or.jp/

真
宗
大
谷
派

宗
務
総
長 

里　

雄　

康　

意

参　
　
　

務 

杉　

浦　

義　

孝

参　
　
　

務

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー
長 

木　

越　
　
　

渉

参　
　
　

務

財　

務　

長 

富　

田　

泰　

成

参　
　
　

務

解
放
運
動

推
進
本
部
長

儀
式
指
導

研
究
所
長  

奥　

林　
　
　

曉

参　
　
　

務

首
都
圏
教
化

推
進
本
部
長 
藤　

戸　

秀　

庸

京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
七
条
上
る

常
葉
町
七
五
四

〒
600
─

8505 

〇
七
五（
三
七
一
）九
一
八
一（
代
表
）

http://w
w
w
.higashihonganji.or.jp/

浄　

土　

宗

浄
土
門
主�

伊　

藤　

唯　

眞

宗
務
総
長 

豊　

岡　

鐐　

尓

総
務
局
長 

中　

村　

在　

徹

教
学
局
長 

山　

本　

正　

廣

財
務
局
長 

浦　

野　

瑞　

明

社
会
国
際
局
長 

宮　

林　

雄　

彦

文
化
局
長 

岡　

本　

宣　

丈

総
長
公
室
長 

淺　

野　

義　

光

人
権
同
和
室
長 

山　

北　

光　

彦

災
害
復
興
事
務
局
長
兼

社
会
福
祉
推
進
事
務
局
長 

新　

谷　

仁　

海

 

職　

員　

一　

同

浄
土
宗
宗
務
庁

京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇
─
八

〒
605
─

0062 

〇
七
五（
五
二
五
）二
二
〇
〇
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五（
五
三
一
）五
一
〇
五

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
─
七
─
四

〒
105
─

0011 

〇
三（
三
四
三
六
）三
三
五
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三（
三
四
三
四
）〇
七
四
四

http://w
w
w
.jodo.or.jp

日　

蓮　

宗

管　
　
　

長 

内　

野　

日　

総

立正安国・お題目結縁運動

いのちに合掌
www.nichiren.or.jp

日
蓮
宗
宗
務
院

東
京
都
大
田
区
池
上
一
─
三
二
─
一
五

〒
146
─

8544 

〇
三（
三
七
五
一
）七
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三（
三
七
五
一
）七
一
八
六

http://w
w
w
.nichiren.or.jp/



2014年1月1日 10

謹　　賀　　新　　年謹　　賀　　新　　年
総
本
山
金
剛
峯
寺

高
野
山
真
言
宗

座　
　
　

主

管　
　
　

長 

松　

長　

有　

慶

執　

行　

長

宗
務
総
長 

添　

田　

隆　

昭

執　
　
　

行

総
務
部
長

内　

事　

長 
吉　

井　

惠　

貫

執　
　
　

行

教
学
部
長

国
際
局
長 

小　

籔　

実　

英

執　
　
　

行

法
会
部
長 

稲　

葉　

法　

研

執　
　
　

行

財
務
部
長 

葊　

瀬　

義　

仙

執　
　
　

行

山
林
部
長

総
長
公
室
長 

山　

口　

文　

章

社
会
人
権

局　
　
　

長 

深　
　
　

真　

樹

信
徒
局
長 

倉　

岡　

弘　

叔

 

奥
之
院
維
那 

加
古
原　

大　

岳

伽
藍
維
那 

坎　
　
　

宥　

行

東
京
別
院
主
監

東
京
宗
務
出
張
所
長 

四
之
宮　

弘　

孝

堀
川
別
院
主
監

京
都
宗
務
出
張
所
長 

柏　

田　

良　

辯

和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
一
三
二

〒
648
─

0211 

〇
七
三
六（
五
六
）二
〇
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
三
六（
五
六
）四
六
四
〇

http://w
w
w
.koyasan.or.jp/

臨
済
宗
妙
心
寺
派
宗
務
本
所

管　
　
　

長 

河　

野　

太　

通

宗
務
総
長 

栗　

原　

正　

雄

総
務
部
長 

上　

沼　

雅　

龍

教
学
部
長 

並　

木　

優　

記

財
務
部
長 
瑞　

岩　

眞　

泰

花　

園　

会

本　

部　

長 

鮎　

川　

博　

道

法
務
部
長 

島　

崎　

義　

範

花 

園 

会 

館

部 

長
（
兼
） 

上　

沼　

雅　

龍

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
六
四

〒
616
─

8035 

〇
七
五（
四
六
三
）三
一
二
一

http://w
w
w
.m
yoshinji.or.jp/

天
台
宗
務
庁

天
台
座
主 

半　

田　

孝　

淳

宗
務
総
長 

木
ノ
下　

寂　

俊

参　
　
　

務

総
務
部
長 

阿　

部　

昌　

宏

参　
　
　

務

法
人
部
長 

長　

山　

慈　

信

参　
　
　

務

財
務
部
長 

田　

中　

祥　

順

参　
　
　

務

教
学
部
長 

中　

島　

有　

淳

参　
　
　

務

社
会
部
長 

角　

本　

尚　

雄

参　
　
　

務

一
隅
を
照
ら
す

運
動
総
本
部
長

横　

山　

照　

泰

大
津
市
坂
本
四
丁
目
六
番
二
号

〒
520
─

0113 

〇
七
七（
五
七
九
）〇
〇
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
七（
五
七
九
）二
五
一
六

http://w
w
w
.tendai.or.jp/

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁

総
本
山
智
積
院
法
務
所

管　
　
　

長

化　
　
　

主 

寺　

田　

信　

秀

宗
務
総
長

寺　

務　

長 

小　

宮　

一　

雄

総
務
部
長

執　
　
　

事 

芙　

蓉　

良　

英

教
学
部
長

執　
　
　

事 

細　

川　

大　

憲

教
化
部
長

執　
　
　

事 

近　

藤　

隆　

俊

法
務
部
長

執　
　
　

事 

鵜　

飼　

五　

大

財
務
部
長

執　
　
　

事 

深　

澤　

照　

生

宗
務
出
張
所
長

別
院
執
事 

近　

藤　

昌　

俊

京
都
市
東
山
区
東
大
路
七
条
下
ル

東
瓦
町
九
六
四

〒
605
─

0951 

〇
七
五（
五
四
一
）五
三
六
一

http://w
w
w
.chisan.or.jp/

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所

管　
　
　

長 

加　

藤　

精　

一

宗
務
総
長 

坂　

井　

智　

宏

総
務
部
長 

増　

澤　

秀　

丸

教
務
部
長 

菅　

野　

秀　

浩

財
務
部
長 

中　
　
　

正　

宣

教
化
部
長 

岩　

脇　

彰　

信

教
化
セ
ン
タ
ー
長 

吉　

田　

敬　

岳

総
合
研
究
院
院
長 

平　

井　

宥　

慶

東
京
都
文
京
区
大
塚
五
─
四
〇
─
八

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所

〒
112
─

0012 

〇
三（
三
九
四
五
）〇
六
三
九

http://w
w
w
.buzan.or.jp/
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謹　　賀　　新　　年謹　　賀　　新　　年
天
台
真
盛
宗
宗
務
所

総
本
山
西
教
寺

管　
　
　

長

貫　
　
　

首 

西　

村　

冏　

紹

宗
務
総
長

執　

事　

長 

川　

合　

歳　

明

庶
務
部
長 

喚　

阿　

宏　

道

教
学
部
長 

別　

所　

泰　

広

社
会
部
長 

竹　

澤　

良　

全

財
務
部
長 

色　

井　

秀　

宰

滋
賀
県
大
津
市
坂
本
五
─
一
三
─
一

〒
520
─

0113 

〇
七
七（
五
七
八
）〇
〇
一
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
七（
五
七
八
）三
四
一
八

和
宗
総
本
山

四

天

王

寺

管　
　

長 

奥　

田　

聖　

應

副
管
長 

森　

田　

俊　

朗

清　

光　

院 

健　

代　

和　

央

地　

蔵　

院 

加　

藤　

公　

俊

真　

光　

院 

瀧　

藤　

尊　

淳

施　

行　

院 

南　

谷　

恵　

敬

吉　

祥　

院 

塚　

原　

昭　

應

奥　

之　

院 
宮　

㟢　

光　

映

東　

光　

院 
出　

口　

隆　

順

靜　

專　

院 

吉　

田　

明　

良

宝　

泉　

寺 

廣　

瀬　

善　

重

一　

音　

院 

坂　

本　

峰　

德

勝　

鬘　

院 

山　

岡　

武　

明

中　

之　

院 

森　

田　

惇　

朗

大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
四
天
王
寺
一

丁
目
十
一
番
十
八
号　

和
宗
宗
務
所

〒
543
─

0051 

〇
六（
六
七
七
一
）〇
〇
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
六（
六
七
七
三
）四
九
二
一

http://w
w
w
.shitennoji.or.jp

総
本
山
仁
和
寺

真
言
宗
御
室
派

門　
　
　

跡

管　
　
　

長 

立　

部　

祐　

道

執　

行　

長

宗
務
総
長 

瀬　

川　

大　

秀

執　
　
　

行

総
務
部
長 

河　

西　

孝　

典

執　
　
　

行

財
務
部
長 

大　

西　

智　

城

執　
　
　

行

教
学
部
長 

藤　

橋　

千　

秋

仁
和
伝
法
所

所　
　
　

長 

添　

野　

智　

譲

仁
和
密
教
学
院

学　

院　

長 
林　
　
　

俊　

仁

京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
三
三

〒
616
─

8092 

〇
七
五（
四
六
一
）一
一
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五（
四
六
四
）四
〇
七
〇

http://ninnaji.jp
真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁

総
本
山
醍
醐
寺
寺
務
所

管　
　
　

長

座　
　
　

主 

仲　

田　

順　

和

宗
務
総
長

執　

行　

長 

壁　

瀬　

宥　

雅

総
務
部
長

執　
　
　

行 

仲　

田　

順　

英

教
学
部
長

執　
　
　

行 

田　

中　

祐　

考

財
務
部
長

執　
　
　

行 

浦　

郷　

宜　

右

京
都
市
伏
見
区
醍
醐
東
大
路
町
二
二

〒
601
─

1325 

〇
七
五（
五
七
一
）〇
〇
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五（
五
七
一
）〇
一
〇
一

http://w
w
w
.daigoji.or.jp

携
帯
電
話
で
も
御
覧
頂
け
ま
す
。

融

通

念

佛

宗　

総
本
山
大
念
佛
寺　

管　
　
　

長

法　
　
　

主 

倍　

巌　

良　

舜

宗
務
総
長

寺
務
総
長 

吉　

村　

暲　

英

教
学
部
長

法
務
部
長 

中　

江　

慈　

光

庶
務
部
長 

岡　

田　

眞　

澄

財
務
部
長

会
計
部
長 

北　

川　

全　

宏

大
阪
市
平
野
区
平
野
上
町一

─
七
─
二
六

〒
547
─

0045 

〇
六（
六
七
九
一
）〇
〇
二
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
七
九
三
）三
〇
五
〇

http://w
w
w
.dainenbutsuji.com

/
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謹　　賀　　新　　年謹　　賀　　新　　年
法
華
宗
（
陣
門
流
）

管　
　
　

長 

石　

丸　

日　

然

宗
務
総
長 
佐　

古　

弘　

文

総
務
部
長 

牧　

野　

秀　

成

教
学
部
長 

布　

施　

義　

高

教
化
部
長 

今　

井　

満　

良

財
務
部
長 

金　

原　

孝　

宜

企
画
部
長 

山　

岸　

観　

深

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
五
─
三
五
─
六

〒
170
─

0002 

〇
三（
三
九
一
八
）七
二
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三（
三
五
七
六
）〇
一
二
一

一
般
財
団
法
人

　

埼
玉
県
佛
教
会

会　
　
　

長 

萩　

野　

映　

明

副　

会　

長 

木　

村　

盛　

雄

　
　

同 

倉　

持　

秀　

裕

専
務
理
事 

深　

谷　

雅　

良

常
務
理
事 

穐　

山　

教　

雄

　
　

同 

加　

藤　

玄　

靜

　
　

同 

杉　

村　

良　

哉

　
　

同 

粂　

原　

恒　

久

事
務
局
長 

金　

子　

嘉　

広

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂

四
─
一
三
─
一
八

〒
330
─

0063 

〇
四
八（
八
六
一
）二
一
三
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
八
六
四
）六
六
四
九

http://saibutu.net/

神
奈
川
県
仏
教
会

会　
　
　

長 

和　

田　

大　

雅

副　

会　

長 

都　

築　

哲　

信

　
　

同 

木　

内　

雍　

明

　
　

同 

夏　

見　

邦　

夫

　
　

同 

丸　

山　

邦　

雄

事
務
局
長 
吉　

水　

智　

栄

横
浜
市
中
区
大
平
町
九
六

西
有
寺
内

〒
231
─

0859 

〇
四
五（
六
六
一
）〇
一
六
六

京
都
府
仏
教
連
合
会

理　

事　

長 

佐
々
木　

鴻　

昭

理　
　
　

事 

里　

雄　

康　

意

　
　

同　
　

 

北　

川　

一　

有

　
　

同　
　

 

栗　

原　

正　

雄

　
　

同　
　

 

小　

宮　

一　

雄

　
　

同　
　

 

壁　

瀬　

宥　

雅

　
　

同　
　

 

藤　

井　

照　

源

　
　

同　
　

 

久　

保　

敬　

童

　
　

同　
　

 

日　

下　

俊　

精

　
　

同　
　

 

赤　

田　

泰　

宏

　
　

同　
　

 

村　

山　

孝　

純

　
　

同　
　

 

永　

安　

宣　

明

　
　

同　
　

 

鷲　

山　

靖　

之

監　
　
　

事 

赤　

塚　

高　

明

　
　

同　
　

 

田　

辺　

隆　

千

事
務
総
長 

和　

治　

教　

文

京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル

本
願
寺
門
前
町
本
願
寺
寺
務
所
内

〒
600
─

8501 

〇
七
五（
三
七
一
）五
一
八
一

大
阪
府
佛
教
会

会　
　
　

長 

井　

桁　

雄　

弘

（
浄
土
宗 

大
圓
寺
）

副　

会　

長 

村　

山　

廣　

甫

（
曹
洞
宗 

東
光
院
）

　
　

同 

森　
　
　

快　

隆

（
真
言
宗 

葛
井
寺
）

　
　

同 

加　

藤　

定　

厚

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

大
行
寺
）

　
　

同 

藪　

木　

恵　

照

（
日
蓮
宗 

妙
浄
寺
）

事
務
局
長 

二　

上　

寛　

弘

（
真
言
宗 

釋
迦
院
）

事
務
局

大
阪
市
港
区
築
港
一
─
十
三
─
三

釋
迦
院
内

〒
552
─

0021 

〇
六（
六
五
七
一
）五
七
一
〇



2014年1月1日13 ZENBUTSU

謹　　賀　　新　　年謹　　賀　　新　　年
和
歌
山
県
仏
教
会

会　
　
　

長 

前　

田　

定　

戒

（
浄
土
宗 

廣
原
寺
）

副　

会　

長 

武　

内　

龍　

雄

（
日
蓮
宗 
本
行
院
）

　
　

同 

岩　

谷　

杖　

忍

（
法
華
宗 

久
成
寺
）

　
　

同 

西　

溪　

光　

照

（
西
山
浄
土
宗 

稱
念
寺
）

事
務
局
長 

柳　

瀬　

智　

明

（
高
野
山
真
言
宗 

惣
光
寺
）

和
歌
山
市
西
高
松
一
─
十
─
二
三

平
和
会
館 

内

〒
641
─

0051 

〇
七
三（
四
二
六
）〇
四
三
四

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
三（
四
三
三
）八
三
一
二

公
益
財
団
法
人

　

仏
教
伝
道
協
会

会　
　
　

長

（
代
表
理
事
） 

沼　

田　

智　

秀

名
誉
会
長

（
理　
　

事
） 

福　

山　

諦　

法

理　
　
　

事 

木　

村　

清　

孝

　
　

同 

上　

山　

大　

峻

　
　

同 

桂　
　
　

紹　

隆

　
　

同 
門　

脇　

邦　

彦

　
　

同 
野　

村　

邦　

武

　
　

同 

中　

谷　

忠　

雄

常
務
理
事 

生　

田　

忠　

士

監　
　
　

事 

中　

野　

東　

禅

　
　

同 

松　

村　

智　

司

〒
108
─

0014

東
京
都
港
区
芝
四
丁
目
三
─
一
四

電　

話　

〇
三（
三
四
五
五
）五
八
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三（
三
七
九
八
）二
七
五
八

http://w
w
w
.bdk.or.jp

念
法
眞
教

総
本
山 

小
倉
山 

金
剛
寺

燈　
　
　

主 
稲　

山　

霊　

芳

大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
─
四
─
二
二

〒
538
─

0054 

〇
六（
六
九
一
一
）二
一
〇
一

http://w
w
w
.nenpoushinkyou.jp

金
峯
山
修
験
本
宗

総
本
山
金
峯
山
寺

管　
　
　

長 

五　

條　

覚　

照

宗
務
総
長 

田　

中　

利　

典

執　

行　

長 

五　

條　

良　

知

奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
吉
野
山
二
四
九
八

〒
639
─

3115 

〇
七
四
六（
三
二
）八
三
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
六（
三
二
）四
五
六
三

http://w
w
w
.kinpusen.or.jp

真

言

三

宝

宗

大
本
山
清
澄
寺

管　
　
　

長

法　
　
　

主 

坂　

本　

光　

謙

宗　

務　

長 

岡　

田　

康　

秀

執　

行　

長 

有　

井　

良　

隨

鉄
斎
美
術
館

館　
　
　

長 

森　

藤　

光　

宣

宝
塚
市
米
谷
字
清
シ
一
番
地

〒
665
─

0837 

〇
七
九
七（
八
六
）六
六
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
九
七（
八
六
）六
六
六
〇

http://w
w
w
.kiyoshikojin.or.jp

真
言
宗
国
分
寺
派

大
本
山
国
分
寺

管　
　
　

長 

合　

田　

和　

教

宗
務
総
長 

糟　

谷　

眞　

教

大
阪
府
大
阪
市
北
区
国
分
寺

一
─
六
─
十
八

〒
531
─

0064 

〇
六（
六
三
五
一
）五
六
三
七

http://www.kokubunjiosakajapan.com

真
宗
高
田
派

宗
務
総
長 

青　

木　

眞　

曉

総　
　
　

務 

藤　

森　

邦　

夫

総　
　
　

務 

鈴　

木　

紀　

生

三
重
県
津
市
一
身
田
町
二
八
一
九
番
地

〒
514
─

0114 

〇
五
九（
二
三
二
）四
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
九（
二
三
二
）一
四
一
四

信
貴
山
真
言
宗

総
本
山
朝
護
孫
子
寺

管　
　
　

長 

鈴　

木　

貴　

晶

前　

管　

長 

田　

中　

眞　

瑞

長　
　
　

老 

鈴　

木　

凰　

永

宗　

務　

長

寺　

務　

長 

野　

澤　

密　

孝

奈
良
県
生
駒
郡
平
群
町
信
貴
山

二
二
八
〇
─
一

〒
636
─

0923 

〇
七
四
五（
七
二
）二
二
七
七
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謹　　賀　　新　　年謹　　賀　　新　　年
法
華
宗
（
本
門
流
）

管　
　
　

長 

平　

田　

日　

範

宗
務
総
長 

二　

瓶　

海　

照

東
京
都
中
央
区
日
本
橋

人
形
町
二
─
一
九
─
一

〒
103
─

0013 

〇
三（
五
六
一
四
）三
〇
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三（
五
六
一
四
）三
〇
五
六

http://w
w
w
.hokkeshu.or.jp

黄　

檗　

宗

管　
　
　

長 

岡　

田　

亘　

令

宗
務
総
長 
浅　

井　

聖　

道

京
都
府
宇
治
市
五
ケ
庄
三
番
割
三
四

〒
611
─

0011 

〇
七
七
四（
三
二
）三
九
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
七
四（
三
二
）六
〇
八
八

本
門
佛
立
宗

本
山
宥
清
寺

講　
　
　

有 　

山　

内　

日　

開

宗
務
総
長 

木　

村　

日　

覚

本
山
宥
清
寺

〒
602
─

8336 

京
都
市
上
京
区
一
条
通
七
本
松
西
入

滝
ヶ
鼻
町
一
〇
〇
五
番
地
の
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
五（
四
六
三
）四
六
二
〇
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五（
四
六
三
）四
六
五
一

本
門
佛
立
宗　

宗
務
本
庁

〒
602
─

8377 

京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
条
上
る

　
　
　
　
　
　

東
竪
町
一
一
〇
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
五（
四
六
一
）一
一
六
六
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五（
四
六
四
）五
五
九
九

京
都
佛
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
五（
二
八
八
）三
三
四
四

U
RL　

http://w
w
w
.honm

on-
butsuryushu.or.jp/

顕
本
法
華
宗

管　
　
　

長 

山　

本　

日　

惠

宗
務
総
長 

朝　

倉　

俊　

幸

京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
九
十
一

〒
606
─

0015 

〇
七
五（
七
九
一
）七
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五（
七
九
一
）七
二
六
七

福
島
県
仏
教
会

会　
　
　

長 

丹　

治　

宥　

勝

専
務
理
事 

八　

幡　

龍　

法

事
務
局
長 
豊　

島　

宗　

樹

福
島
県
福
島
市
松
川
町
字
町
裏
三
五

西
光
寺
内

〒
960
─

1241 

〇
二
四（
五
六
七
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
四（
五
六
七
）三
一
二
一

真
言
律
宗

総
本
山
西
大
寺

真
言
律
宗
管
長

総
本
山
西
大
寺
長
老 

大　

矢　

實　

圓

奈
良
市
西
大
寺
芝
町
一
丁
目
一
の
五

〒
631
─

0825 

〇
七
四
二（
四
五
）四
七
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
四
二（
四
五
）四
七
二
〇

愛
知
県
仏
教
会

会　
　
　

長 

吉　

田　

教　

行

副　

会　

長 

田　

畑　

修　

身

　
　

同 

伊　

藤　

正　

導

　
　

同 

岩　

木　

涼　

山

名
古
屋
市
天
白
区
植
田
一
─
三
一
一

全
久
寺
内

〒
468
─

0051 

〇
五
二（
八
九
三
）九
二
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
二（
八
九
三
）九
二
九
〇

東
京
都
仏
教
連
合
会

会　
　
　

長 

神　

田　

秀　

順

理　

事　

長 

山　

田　

一　

眞

事
務
局
長 

新　

倉　

典　

生

東
京
都
足
立
区
梅
田
一
─
二
十
六
─
十

善
立
寺
内

〒
123
─

0851 

〇
三（
三
八
八
六
）一
三
六
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
八
六
）八
二
五
二

公
益
社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

名
誉
会
長 

鷹　

司　

誓　

玉

会　
　
　

長 

東
伏
見　

具　

子

理　

事　

長 

末　

廣　

久　

美

事
務
局
長 

林　
　
　

惠
智
子

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷

四
─
五
─
十
─
二
〇
五

〒
151
─
0051 

〇
三（
五
七
七
二
）〇
六
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三（
五
七
七
二
）〇
六
七
七

http://jbw
f.jp

E-m
ail:info@

jbw
f.jp

愛
媛
県
仏
教
会

会　
　
　

長 

御　

木　

徳　

久

副　

会　

長 

内　

藤　

卓　

洲

　
　

同 

福　

村　

俊　

弘

事
務
局
長 

怒　

和　

智　

幸

愛
媛
県
松
山
市
安
城
寺
町
一
二
七
二

安
祥
寺
内　

愛
媛
県
仏
教
会
事
務
局

〒
791
─

8006 

〇
八
九（
九
七
九
）〇
〇
六
九
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謹　　賀　　新　　年謹　　賀　　新　　年
聖
観
音
宗　

浅
草
寺

貫　
　
　

首 

清
水
谷　

孝　

尚

東
京
都
台
東
区
浅
草
二
─
三
─
一

〒
111
─

0032 

〇
三（
三
八
四
二
）〇
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三（
三
八
四
五
）六
九
三
三

公
益
財
団
法
人

国
際
仏
教
興
隆
協
会

名
誉
会
長 

塩　

川　

正
十
郎

印　

度　

山

日
本
寺
竺
主 

半　

田　

孝　

淳

理　

事　

長 
安　

田　

暎　

胤

事
務
総
長 

正　

本　

乗　

光
 

役　

員　

一　

同

東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
五
─
二
四
─
五
三

〒
153
─

0061 

〇
三（
三
七
一
一
）七
六
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
七
一
一
）七
六
七
三

http://w
w
w
.ibba.jp/

E-m
ail:jim

ukyoku@
ibba.jp

総
本
山　

根
来
寺

新
義
真
言
宗
宗
務
所

和
歌
山
県
岩
出
市
根
来
二
二
八
六

総
本
山　

根
来
寺
内

〒
649
─

6202 

〇
七
三
六（
六
二
）一
一
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
三
六（
六
二
）一
〇
四
四

真
言
宗
大
覚
寺
派
宗
務
庁

大

本

山

大

覚

寺

門　
　
　

跡

管　
　
　

長 
黒　

沢　

全　

紹

京
都
市
右
京
区
嵯
峨
大
沢
町
四

〒
616
─

8411 

〇
七
五（
八
七
一
）〇
〇
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五（
八
七
一
）〇
〇
五
五

孝
道
教
団

統　
　
　

理 

岡　

野　

正　

純

横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八

〒
221
─

0064 

〇
四
五（
四
三
二
）一
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
五（
四
三
四
）一
一
八
八

東
寺
真
言
宗

宗
務
総
長 
橋　

本　

尚　

信

京
都
市
南
区
九
条
町
一

東
寺
真
言
宗
宗
務
庁

〒
601
─

8473 

〇
七
五（
六
七
二
）三
七
一
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五（
六
六
一
）六
八
五
六

真
言
宗
中
山
寺
派

大

本

山

中

山

寺

宝
塚
市
中
山
寺
二
丁
目
十
一
─
一

〒
665
─

8588 

〇
七
九
七（
八
七
）〇
〇
二
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
九
七（
八
七
）九
八
七
七

http://w
w
w
.nakayam

adera.or.jp

大
本
山
須
磨
寺

貫　
　
　

主 

小　

池　

弘　

三

神
戸
市
須
磨
区
須
磨
寺
町
四
─
六
─
八

〒
654
─
0071 

〇
七
八（
七
三
一
）〇
四
一
六

臨
済
宗
円
覚
寺
派

大　

本　

山 

円　
　

覚　
　

寺

鎌
倉
市
山
ノ
内
四
〇
九

〒
247
─

8503 

〇
四
六
七（
二
二
）〇
四
七
八

http://w
w
w
.engakuji.or.jp/

時
宗
宗
務
所

宗
務
総
長 

桑　

原　

弘　

善

神
奈
川
県
藤
沢
市
西
富
一
─
八
─
一

遊
行
寺
内

〒
251
─

0001 

〇
四
六
六（
二
三
）七
二
七
六

西
山
浄
土
宗

総

本

山

光

明

寺

京
都
府
長
岡
京
市
粟
生
西
条
の
内

二
六
番
地
の
一

〒
617
─

0811 

〇
七
五（
九
五
五
）〇
〇
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五（
九
五
三
）二
二
六
四

東
京
別
院

東
京
都
町
田
市
小
山
ヶ
丘
一
─
二
─
一

〒
194
─

0215 

〇
四
二（
七
九
四
）八
五
八
五

http://w
w
w
.kom

yo-ji.or.jp/

茨
城
県
仏
教
会

会　
　
　

長 

松　

本　

一　

浩

茨
城
県
筑
西
市
申
一
六
八　

蔵
福
寺
内

〒
308
─

0021 

〇
二
九
六（
二
四
）〇
一
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
九
六（
二
五
）五
九
〇
九

北
海
道
仏
教
会
連
盟

会　
　
　

長 

黒　

田　

正　

宣

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
十
九
丁
目
二
─
一

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
北
海
道
教
区
教
務
所
内

〒
060
─

0003 

〇
一
一（
六
一
一
）九
六
二
三

臨
済
宗
相
国
寺
派

大　

本　

山 

相　
　

国　
　

寺

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入

相
国
寺
門
前
町
七
〇
一
番
地

〒
602
─

0898 

〇
七
五（
二
三
一
）〇
三
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五（
二
一
二
）三
五
九
一

http://w
w
w
.shokoku-ji.jp

E-m
ail:shokoku@

d9.dion.ne.jp
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謹　　賀　　新　　年謹　　賀　　新　　年
滋
賀
県
仏
教
会

会　
　
　

長 

西　

村　

冏　

紹

滋
賀
県
大
津
市
坂
本
五
─
一
三
─
一

総
本
山
西
教
寺
内

滋
賀
県
仏
教
会
事
務
局

〒
520
─

0113 

〇
七
七（
五
七
八
）〇
〇
一
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
七（
五
七
八
）三
四
一
八

静
岡
県
仏
教
会

会　
　
　

長 

梶　

浦　

琢　

磨

静
岡
県
浜
松
市
中
区
佐
藤
二
─
二
二
─
一

瑞
雲
寺

〒
430
─

0807 

〇
五
三（
四
六
一
）五
四
一
二

岐
阜
県
仏
教
会

会　
　
　

長 

橘　
　
　

正　

信

岐
阜
市
西
野
町
三
─
一

岐
阜
西
別
院
在
会
所
西
側
入
口

〒
500
─

8882 

〇
五
八（
二
六
六
）七
八
〇
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
八（
二
一
四
）四
〇
八
一

http://bukkyogifu.net/

全
日
本
仏
教
青
年
会

理　

事　

長 

伊　

東　

政　

浩

神
奈
川
県
横
浜
市
南
区

南
太
田
一
─
二
四
─
四
一

日
蓮
宗
常
照
寺
内

〒
232
─

0006 

〇
四
五（
七
三
一
）四
三
六
六

http://w
w
w
.jyba.ne.jp/

E-m
ail : info@

jyba.ne.jp

公
益
社
団
法
人

日
本
仏
教
保
育
協
会

理　

事　

長 

緑　

谷　

一　

雄

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
─
七
─
四

明
照
会
館
二
階

〒
105
─

0011 

〇
三（
三
四
三
一
）七
四
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三（
三
四
三
一
）一
五
一
九

岡
山
県
佛
教
会

会　
　
　

長 

亀　

山　

俊　

巨

岡
山
県
倉
敷
市
羽
島
九
〇
九心

鏡
寺
内

〒
710
─

0043 

〇
八
六（
四
二
二
）三
三
一
一

日
韓
仏
教
交
流
協
議
会

会　
　
　

長 
宮　

林　

昭　

彦

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
南
二
─
十
五
─
二

〒
150
─

0022 

〇
三（
三
七
一
三
）一
二
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
六
三
六
九
）四
七
二
一

一
般
社
団
法
人

仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事 

髙　

橋　

隆　

岱

東
京
都
文
京
区
白
山
一
─
十
七
─
五

〒
113
─

0001 

〇
三（
三
八
一
三
）六
五
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三（
三
八
一
三
）六
七
九
四

日
本
仏
教
鑽
仰
会

理　

事　

長 

中　

山　

静　

麿

東
京
都
板
橋
区
舟
渡
四
─
十
五
─
一

〒
174
─

0041 

〇
三（
三
九
六
七
）三
二
八
八

天
台
寺
門
宗

妙
見
宗

真
言
宗
善
通
寺
派

真
言
宗
山
階
派

真
言
宗
泉
涌
寺
派

真
言
宗
犬
鳴
派

浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派

浄
土
宗
西
山
深
草
派

真
宗
佛
光
寺
派

真
宗
興
正
派

真
宗
木
辺
派

臨
済
宗
南
禅
寺
派

臨
済
宗
建
長
寺
派

臨
済
宗
天
龍
寺
派

臨
済
宗
東
福
寺
派

法
華
宗
真
門
流

本
門
法
華
宗

法
相
宗

聖
徳
宗

華
厳
宗

律
宗

青
森
県
仏
教
会

岩
手
県
仏
教
会

栃
木
県
仏
教
会

群
馬
県
仏
教
連
合
会

千
葉
県
仏
教
会

新
潟
県
仏
教
会

石
川
県
仏
教
会

福
井
県
仏
教
会

山
梨
県
仏
教
会

長
野
県
仏
教
会

京
都
仏
教
会

兵
庫
県
仏
教
会

鳥
取
県
仏
教
連
合
会

島
根
県
仏
教
会

（
一
社
）徳
島
県
仏
教
会

香
川
県
仏
教
会

高
知
県
仏
教
会

福
岡
県
仏
教
連
合
会

長
崎
県
仏
教
連
合
会

宮
崎
県
仏
教
連
合
会

沖
縄
県
仏
教
会

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

（
一
社
）在
家
仏
教
協
会

「
救
援
基
金
」寄
付
者
一
覧

（
二
〇
一
三
年
四
月
一
日
～
二
〇
一
三
年
十
二
月
十
八
日
）

〇
瑠
璃
山
醫
光
寺
（
徳
島
県
）

〇
小
千
谷
市
仏
教
会
（
新
潟
県
）

〇（
株
）巧
芸
社
内
現
代
佛
教
美
術
展

〇
町
屋
光
明
寺
住
職 

大
洞
龍
徳

〇
駒
込
学
園
台
星
会
（
東
京
都
）

〇
駒
込
学
園
（
東
京
都
）

〇
千
葉
市
仏
教
会
（
千
葉
県
）

〇
齊
藤
清
美
（
親
類
一
同
）

〇
此
花
区
仏
教
会
（
大
阪
府
）

〇
港
区
仏
教
会
（
大
阪
府
）

〇
福
岡
県
仏
教
連
合
会
（
福
岡
県
）

〇
全
日
本
仏
教
徒
会
議
高
野
山
大
会
会
場
募
金

〇
佐
野
友
則

〇
芝
学
園
同
窓
会
（
東
京
都
）

〇
栗
沢
仏
教
会
（
北
海
道
）

※
順
不
同
・
敬
称
略

合
計�

一
百
五
十
七
万
六
千
五
十
一
円

　

ご
支
援
を
頂
戴
し
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
引
き
続
き
、
救
援
基
金
へ
の

寄
付
を
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

口
座
番
号

　

０
０
１
１
０

−

９

−７
０
４
８
３
４

口
座
名
義
人

　

全
日
本
仏
教
会
救
援
基
金

お
問
い
合
わ
せ

　
（
公
財
）全
日
本
仏
教
会　

財
務
部
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謹　　賀　　新　　年謹　　賀　　新　　年

岩
城　

光
英
（
自
由
民
主
党
参
議
院
議
員
）

片
山
さ
つ
き
（
自
由
民
主
党
参
議
院
議
員
）

小
坂　

憲
次
（
自
由
民
主
党
参
議
院
議
員
）

佐
藤
ゆ
か
り
（
自
由
民
主
党
参
議
院
議
員
）

武
見　

敬
三
（
自
由
民
主
党
参
議
院
議
員
）

中
川　

雅
治
（
自
由
民
主
党
参
議
院
議
員
）

二
之
湯　

智
（
自
由
民
主
党
参
議
院
議
員
）

早
坂　

義
弘
（
自
由
民
主
党
東
京
都
議
会
議
員
）

赤
松　

広
隆
（
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

荒
井　
　

聰
（
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

枝
野　

幸
男
（
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

大
串　

博
志
（
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

高
木　

義
明
（
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

原
口　

一
博
（
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

前
原　

誠
司
（
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

松
本　

剛
明
（
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

三
日
月
大
造
（
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

大
塚　

耕
平
（
民
主
党
参
議
院
議
員
）

大
野　

元
裕
（
民
主
党
参
議
院
議
員
）

斎
藤　

嘉
隆
（
民
主
党
参
議
院
議
員
）

白　
　

眞
勲
（
民
主
党
参
議
院
議
員
）

林　

久
美
子
（
民
主
党
参
議
院
議
員
）

福
山　

哲
郎
（
民
主
党
参
議
院
議
員
）

前
田　

武
志
（
民
主
党
参
議
院
議
員
）

中
山　

恭
子
（
日
本
維
新
の
会
参
議
院
議
員
）

浅
尾
慶
一
郎
（
み
ん
な
の
党
衆
議
院
議
員
）

大
西　

孝
典
（
前
衆
議
院
議
員
）

楠
田　

大
蔵
（
前
衆
議
院
議
員
）

小
宮
山
洋
子
（
前
衆
議
院
議
員
）

仙
谷　

由
人
（
前
衆
議
院
議
員
）

田
島　

一
成
（
前
衆
議
院
議
員
）

長
勢　

甚
遠
（
前
衆
議
院
議
員
）

平
岡　

秀
夫
（
前
衆
議
院
議
員
）

松
木　

謙
公
（
前
衆
議
院
議
員
）

横
光　

克
彦
（
前
衆
議
院
議
員
）

和
田　

隆
志
（
前
衆
議
院
議
員
）

佐
藤　

公
治
（
前
参
議
院
議
員
）

佐
藤　

泰
介
（
前
参
議
院
議
員
）

自
見
庄
三
郎
（
前
参
議
院
議
員
）

鈴
木　
　

寛
（
前
参
議
院
議
員
）

鈴
木　

政
二
（
前
参
議
院
議
員
）

田
名
部
匡
省
（
前
参
議
院
議
員
）

谷
川　

秀
善
（
前
参
議
院
議
員
）

藤
谷　

光
信
（
前
参
議
院
議
員
）

浄
心
寺　
　

佐
藤　

雅
彦
（
東
京
都
）

信
松
院　
　

西
村　

輝
成
（
東
京
都
）

玉
林
禅
寺　

長
谷　

琢
堂
（
東
京
都
）

慶
安
寺　
　

深
澤　

信
善
（
東
京
都
）

廣
徳
寺　
　

板
坂　

光
明
（
神
奈
川
県
）

大
蔵
寺　
　

佐
藤　

直
道
（
神
奈
川
県
）

金
蔵
院　
　

眞
田　

有
快
（
神
奈
川
県
）

龍
泉
寺　
　

壽
山　

良
光
（
神
奈
川
県
）

圓
満
寺　
　

西
郊　

良
光
（
神
奈
川
県
）

正
泉
寺　
　

野
澤　

隆
幸
（
神
奈
川
県
）

玄
向
寺　
　

荻
須　

眞
教
（
長
野
県
）

本
光
寺　
　

木
村　

光
正
（
静
岡
県
）

十
楽
寺　
　

井
口　

真
躍
（
滋
賀
県
）

寂
光
院　
　

松
平　

實
胤
（
愛
知
県
）

光
泉
寺　
　

松
山　

公
顯
（
愛
知
県
）

太
福
寺　
　

佐
久
間
大
道
（
真
言
宗
御
室
派
宗
会
議
員
）

精
明
寺　
　

疋
田　

哲
壽
（
鳥
取
県
）

誓
光
寺　
　

村
上　

智
真
（
山
口
県
）

鈴
木　

朝
雄
（
東
京
都
）

鳥
居　

邦
夫
（
東
京
都
）

天
久
保　

貴
（
神
奈
川
県
）

佐
藤　

泰
之
（
神
奈
川
県
）

中
村
美
津
江
（
神
奈
川
県
）

山
㟢　

忠
征
（
愛
知
県
）

中
村　

澄
枝
（
京
都
府
）

安
田　

容
造
（
京
都
府
）

平
野　

泰
寛
（
和
歌
山
県
）

田
中　

悠
樹
（
長
野
県
）

和
心
庵　

井
上
美
和
子
（
佐
賀
県
）

岩
屋　
　

毅
（
自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

大
塚　

高
司
（
自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

金
子　

恭
之
（
自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

上
川　

陽
子
（
自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

河
村　

建
夫
（
自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

高
村　

正
彦
（
自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

今
野　

智
博
（
自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

関　
　

芳
弘
（
自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

高
市　

早
苗
（
自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

西
川　

京
子
（
自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

野
田　
　

毅
（
自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

平
沢　

勝
栄
（
自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

保
利　

耕
輔
（
自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

牧
島
か
れ
ん
（
自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
）

赤
石　

清
美
（
自
由
民
主
党
参
議
院
議
員
）

株
式
会
社
京
扇
堂
（
扇
子
製
造
・
販
売
）

株
式
会
社
公
益
社
（
葬
祭
業
）

株
式
会
社
ダ
イ
セ
イ
（
総
合
商
社
）

株
式
会
社
い
せ
や
（
石
材
業
）

株
式
会
社
安
震
（
石
材
業
）

学
校
法
人
真
宗
大
谷
学
園

仏
教
看
護
・
ビ
ハ
ー
ラ
学
会

全
日
本
宗
教
用
具
協
同
組
合

全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会

岩
手
県
葬
祭
業
協
同
組
合

埼
玉
葬
祭
業
協
同
組
合

東
京
都
葬
祭
業
協
同
組
合

神
奈
川
県
葬
祭
業
協
同
組
合

岐
阜
県
葬
祭
業
協
同
組
合

名
古
屋
葬
祭
業
協
同
組
合

愛
知
県
葬
祭
業
協
同
組
合

京
都
中
央
葬
祭
業
協
同
組
合

大
阪
葬
祭
事
業
協
同
組
合

大
阪
市
規
格
葬
儀
指
定
店
事
業
協
同
組
合

徳
島
県
中
央
葬
祭
業
協
同
組
合

福
岡
県
葬
祭
業
協
同
組
合

長
崎
県
葬
祭
業
協
同
組
合

一
般
社
団
法
人
全
日
本
冠
婚
葬
祭
互
助
協
会

一
般
社
団
法
人
日
本
石
材
産
業
協
会

【
個
人
会
員
】

稲
盛　

和
夫
（
京
セ
ラ
株
式
会
社
名
誉
会
長
）

社
本　

公
一
（
公
認
会
計
士
）

池
田　

行
信
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派　

宗
会
議
員
）

石
上　

智
康
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派　

宗
会
議
員
）

塩
月　

光
夫
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派　

宗
会
議
員
）

髙
橋　

篤
法
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派　

宗
会
議
員
）

武
田　

昭
英
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派　

宗
会
議
員
）

中
田　

清
吉
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派　

宗
会
議
員
）

村
橋　

吉
重
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派　

宗
会
議
員
）

天
性
寺　
　

毛
利　

俊
行
（
山
形
県
）

福
聚
院　
　

伊
達　

廣
三
（
宮
城
県
）

東
栄
寺　
　

大
森　

忠
篤
（
埼
玉
県
）

法
瑠
寺　
　

矢
島　

浄
純
（
埼
玉
県
）

建
福
寺　
　

安
野　

正
樹
（
埼
玉
県
）

萬
福
寺　
　

垣
内　

善
勝
（
東
京
都
）

本
照
寺　
　

境
野　

哲
秀
（
東
京
都
）

慈
眼
寺　
　

櫻
井　

英
幸
（
東
京
都
）

賛
助
会
員
（
敬
称
略
）

【
特
別
会
員
】

大
本
山
東
福
寺　
　

遠
藤　

楚
石

蓮
華
院
誕
生
寺　
　

川
原　

英
照

尾
道
仏
教
会　
　
　

松
岡　

昭
禮

實
相
山
中
央
寺　
　

南
澤　

道
人

信
州
善
光
寺　
　
　

若
麻
績
敏
隆

妙
見
閣
寺　
　
　
　

竹
内　

祥
起

一
般
社
団
法
人
仙
台
仏
教
会

壷
阪
山
南
法
華
寺　

常
盤　

勝
範

【
団
体
会
員
】

京
セ
ラ
株
式
会
社

東
映
株
式
会
社

日
鐡
住
金
建
材
株
式
会
社
（
建
築
）

株
式
会
社
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

大
和
証
券
株
式
会
社 

営
業
サ
ポ
ー
ト
部

野
村
證
券
株
式
会
社 

金
融
公
共
公
益
法
人
部

朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
株
式
会
社
（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
）

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
第
一
事
業
部
（
旅
行
業
）

ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
株
式
会
社
（
旅
行
業
）

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
株
式
会
社
（
旅
行
業
）

東
日
観
光
株
式
会
社
（
旅
行
業
）

株
式
会
社
ビ
ー
エ
ス
観
光
（
旅
行
業
）

株
式
会
社
大
陸
旅
遊
（
旅
行
業
）

株
式
会
社
わ
ら
び
座
（
劇
団
）

日
本
空
輸
株
式
会
社
（
旅
行
・
貨
物
）

一般
財
団
法
人
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
医
療
関
連
）

日
本
テ
ン
プ
ル
ヴ
ァ
ン
株
式
会
社（
寺
院
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

株
式
会
社
縁
（
寺
社
仏
閣
総
合
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

株
式
会
社
信
天
堂
（
印
刷
業
）

株
式
会
社
図
書
印
刷
同
朋
舎
（
印
刷
業
）

テ
ィ
ケ
イ
ヘ
ン
デ
ル
ア
ー
ト
（
印
刷
業
）

株
式
会
社
三
州
社
（
印
刷
業
）

株
式
会
社
鎌
倉
新
書
（
出
版
業
）

株
式
会
社
四
季
社
（
出
版
業
）

株
式
会
社
オ
メ
ガ
コ
ム（
翻
訳
、
出
版
物
企
画
・
制
作
）

株
式
会
社
デ
ィ
ー
・エ
イ
・
テ
ィ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン
（
出
版
物
企
画
・
制
作
）

新
日
本
法
規
出
版
株
式
会
社
（
法
規
図
書
出
版
）

株
式
会
社
便
利
堂
（
美
術
印
刷
・
企
画
）

有
限
会
社
ル
ン
ビ
ニ
（
保
険
代
理
店
）

株
式
会
社
京
念
珠
刑
部
（
念
珠
製
造
・
販
売
）
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謹　　賀　　新　　年謹　　賀　　新　　年
会
長半

田　

孝
淳

副
会
長

横
田　

南
嶺

北
河
原
公
敬

萩
野　

映
明

前
田　

定
戒

宮
林　

昭
彦

理
事
長

小
林　

正
道

評
議
員

佐
々
木
孝
一

橘　
　

正
信

齋
藤　

明
聖

里
見　

法
雄

渡
邊　

照
敏

四
之
宮
弘
孝

松
井　

宗
益

杜
多　

道
雄

上
杉　

照
延

川
田　

聖
戍

理
事河

村　

松
雄

池
田　

行
信

不
破　
　

仁

駒
野　

教
源

庄
野　

光
昭

松
山　

英
照

杜
多　

徳
雄

近
藤　

昌
俊

粕
谷　

利
通

森
田　

俊
朗

岡
野　

正
純

桶
屋　

良
祐

石
堂　

恵
眼

山
田　

一
眞

本
間　

孝
康

杉
山　

令
憲

吉
田　

教
行

長
澤　

香
静

竹
田　

空
尊

監
事井

桁　

雄
弘

古
澤　

勝
浩

山
中　

一
郎

顧
問
弁
護
士

長
谷
川
正
浩

総
務
財
政
審
議
会

山
﨑　

孝
裕

尾
井　

貴
童

下
野　

真
人

浦
野　

瑞
明

川
口　

智
康

葊
瀬　

義
仙

松
山　

英
照

杜
多　

道
雄

芙
蓉　

良
英

中　
　

正
宣

村
田　

靖
哲

牧
野　

秀
成

中
嶋　

英
見

新
倉　

典
生

林　

惠
智
子

長
谷
川
正
浩

木
村　

匡
成

社
会
人
権
審
議
会

伊
藤　

謙
允

葛
谷　

英
淳

麻
生　

英
城

山
北　

光
彦

三
原　

正
資

深　
　

真
樹

窪
田　

充
栄

村
上　

圓
竜

近
藤　

隆
俊

小
島　

恵
真

国
際
交
流
審
議
会

松
尾　

憲
舟

野
崎　

慶
至

藤
田　

哲
史

宮
林　

雄
彦

佐
々
木
康
文

村
上　

保
壽

松
山　

大
耕

奥
山　

元
照

深
澤　

照
生

菅
野　

秀
浩

大
來　

尚
順

正
本　

乗
光

戸
松　

義
晴

日
比
野
郁
皓

宗
教
教
育
推
進

委
員
会

坂
田　

徹
応

白
川　

了
信

安
藤　

傳
融

新
谷　

仁
海

齊
藤　

憲
一

倉
岡　

弘
叔

細
川　

晋
輔

齊
藤　

圓
眞

細
川　

大
憲

菅
野　

秀
浩

杉
本　

育
美

西
岡　

久
善

富
田　

道
生

Ｗ
Ｆ
Ｂ
日
本
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会

関
﨑　

幸
孝

小
林　

正
道

戸
松　

義
晴

正
本　

乗
光

村
山　

博
雅

日
比
野
郁
皓

壽
山　

良
光

広
報
委
員
会

山
本　

雅
彦

東
森　

尚
人

畠
山　
　

真

岡
本　

宣
丈

富
川　

大
亮

山
口　

文
章

松
原　

信
樹

草
別　

善
哉

杉
本　

栄
次

上
田　

則
夫

山
本　

昭
弘

新
倉　

典
生

金
子　

嘉
広

古
澤　

勝
浩

関
岡　

俊
二

井
上　

拓
郎

事
務
総
局

事
務
総
長

関
﨑　

幸
孝

総
務
部

奈
良　

慈
徹

東
田　

樹
治

山
崎
美
由
紀

財
務
部

久
喜　

和
裕

小
山　

智
恵

社
会
人
権
部

大
辻　

隆
善

田
代　

弘
尚

西
野　

良
嘉

広
報
文
化
部

加
久
保
範
祐

中
村　
　

甲

国
際
部

鈴
川　

智
信

藤
田　

宗
玄

嘱
託酒

井　

仁
成

関
西
支
局
長

下
野　

真
人

支
局
員
一
同

（
敬
称
略
）

東
日
本
大
震
災
第
七
次
支
援
金
拠
出
に
関
す
る
ご
案
内

　

本
会
は
救
援
基
金
よ
り
、
被
災
地
で
の
支

援
活
動
を
さ
れ
て
い
る
団
体
や
、
被
災
地
の

子
ど
も
達
を
対
象
に
保
養
活
動
を
さ
れ
て
い

る
団
体
、
被
災
地
に
お
け
る
再
生
可
能
な
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
行
う
団
体
に
対

し
ま
し
て
、
支
援
金
を
拠
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
昨
年
の
十
月
二
十
三
日
に
開
催

し
た
第
十
回
東
日
本
大
震
災
支
援
検
討
会
議

に
お
き
ま
し
て
、
第
七
次
の
支
援
が
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

支
援
対
象

　

寺
院
（
住
職
・
教
師
等
）
が
主
体
と
な
っ

て
、
被
災
地
域
住
民
の
た
め
に
行
う
事
業

支�

援
１　

被
災
地
に
お
け
る
再
生
可
能
な
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
（
太
陽
光
・
風

力
・
小
水
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
等
）
へ
の
支
援

支�

援
２　

被
災
地
の
子
ど
も
達
を
対
象
と
し

た
保
養
事
業
へ
の
支
援
（
主
催
が
被
災
地

以
外
の
団
体
も
可
）

支
援
３　

被
災
地
支
援
活
動

助
成
金
額

支
援
１

�

一
件
に
つ
き
事
業
経
費
の
五
十
％
、

百
万
円
を
上
限
に
拠
出

支
援
２

�
一
件
に
つ
き
事
業
経
費
の
五
十
％
、

三
十
万
円
を
上
限
に
拠
出

支
援
３

�

一
件
に
つ
き
事
業
経
費
の
五
十
％
、

十
万
円
を
上
限
に
拠
出

申
請
対
象
期
間

支�

援
１　

二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
四

月
一
日
～
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年

一
月
三
十
一
日
ま
で
に
開
始
す
る
事
業
が

対
象

支�

援
２
及
び
３　

二
〇
一
三（
平
成
二
十
五
）

年
九
月
一
日
～
二
〇
一
四（
平
成
二
十
六
）

年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
活
動
し
た
事
業

が
対
象

申
込
締
め
切
り

　

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
二
月
十
日

　

十
六
時
必
着

申
込
方
法

　

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
各
書
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
も
れ
な
く
記
入
し
て
郵
送
に

て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
必
要
な
添
付

書
類
に
つ
き
ま
し
て
も
、
一
緒
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会　

社
会
人
権
部

※ 

事
業
経
費
と
は
、
支
援
活
動
に
か
か
る
費

用（
材
料
費
・
運
送
費
等
）で
、
支
援
活
動

者
に
か
か
る
費
用
（
交
通
費
・
宿
泊
費
等
）

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
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十
一
月
（
十
六
日
〜
三
十
日
）

十
六
日
▼ 

長
崎
市
仏
教
連
合
会
主
催
平
和
祈

念
仏
舎
利
奉
安
式
参
列
（
長
崎
市

原
子
爆
弾
無
縁
死
没
者
追
悼
記
念

堂
）

十
八
日
▼ 

第
三
十
五
回
埼
玉
県
佛
教
徒
大

会
・
第
十
七
回
わ
か
る
仏
教
講
演

会
出
席（
ク
レ
ア
こ
う
の
す
ホ
ー
ル
）

　
　
　

▼ 

第
四
十
八
回
大
阪
府
佛
教
徒
大
会

出
席
（
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
）

　
　
　

▼ 

第
四
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

愛
媛
大
会
第
三
回
実
行
委
員
会
出

席
（
松
山
市 

ふ
な
や
）

十
九
日
▼ 

第
三
十
一
期
会
長
・
副
会
長
推
戴

候
補
者
推
薦
委
員
会
開
催
（
京

都 

浄
土
宗
宗
務
庁
）

　
　
　

▼ 

第
五
回
理
事
会
開
催
（
京
都 

浄

土
宗
宗
務
庁
）

　
　
　

▼ 

第
三
十
一
期
会
長
・
副
会
長
発
表

記
者
会
見
開
催（
京
都 

和
順
会
館
）

二
十
日
▼
曹
洞
宗
宗
務
庁
近
藤
師
来
局

　
　
　

▼ 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

久
保
田
氏
他
来
局

　
　
　

▼ 

横
田
南
嶺
本
会
副
会
長
訪
問
（
臨

済
宗
円
覚
寺
派
宗
務
本
所
）

二
十
一
日
▼
Ｄ
Ｏ
Ｔ
吉
田
氏
他
来
局

　
　
　
　

▼ 

表
現
文
化
社
碑
文
谷
氏
訪
問

（
表
現
文
化
社
）

　
　
　
　

▼ 

日
本
弁
護
士
連
合
会
小
川
原
優

之
氏
と
打
ち
合
わ
せ
（
東
銀
座

法
律
事
務
所
）

　
　
　
　

▼ 

本
会
審
議
会
答
申
会
場
下
見

（
築
地
本
願
寺
）

二
十
二
日
▼
Ａ
Ｂ
Ｓ
山
中
氏
他
来
局

　
　
　
　

▼
芝
高
等
学
校
佐
藤
先
生
来
局

二
十
五
日
▼ 

自
由
民
主
党
中
根
一
幸
衆
議
院

議
員
・
同
本
部
岩
松
氏
・
来
局

　
　
　
　

▼
東
映（
株
）訪
問

二
十
六
日
▼
局
内
会
議

二
十
七
日
▼
Ｄ
Ａ
Ｔ
新
藤
氏
他
来
局

　
　
　
　

▼ 

財
団
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業

第
四
回
準
備
委
員
会
開
催

二
十
八
日
▼
Ｊ
Ｔ
Ｂ
大
橋
氏
来
局

　
　
　
　

▼
東
映（
株
）訪
問

　
　
　
　

▼
無
料
法
律
相
談
室

二
十
九
日
▼
凸
版
印
刷
古
屋
氏
他
来
局

　
　
　
　

▼ 
仏
教
主
義
学
校
連
盟
主
催
第
三

十
回
弁
論
大
会
出
席
（
立
正
大

学
付
属
中
学
校
・
高
等
学
校
行

学
ホ
ー
ル
）

　

十
二
月
（
一
日
〜
十
五
日
）

二
日
▼
日
鐵
住
金
建
材
（
株
）
訪
問

三
日
▼ 

台
風
二
十
六
号
被
害
に
よ
る
東
京
都

大
島
町
役
場
及
び
島
内
被
災
支
援
寺

院
へ
義
捐
金
持
参

　
　

▼ 

全
日
本
仏
教
青
年
会
伊
東
政
浩
理
事

長
就
任
祝
賀
会
参
加
（
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー

デ
ン
シ
テ
ィ
品
川
）

　
　

▼ 

第
六
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
日
本
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
開
催

四
日
▼ 

全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会
事

務
所
訪
問

事
務
総
局
録
事

　
　

▼
第
六
回
宗
教
教
育
推
進
委
員
会
開
催

五
日
▼ 

東
京
都
仏
教
連
合
会
主
催
第
二
十
五

回
「
成
道
会
の
集
い
」
参
加
（
有
楽

町
朝
日
ホ
ー
ル
）

　
　

▼
清
水
建
設（
株
）本
社
訪
問

　
　

▼
第
六
回
国
際
交
流
審
議
会
開
催

六
日
▼
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ（
株
）北
川
氏
他
来
局

　
　

▼ 

岐
阜
県
仏
教
会
臨
時
理
事
会
に
お
い

て
本
会
事
業
説
明（
岐
阜
市 

か
き
松
）

　
　

▼
第
一
六
八
回
宗
教
法
人
審
議
会
出
席

九
日
▼
日
鐵
住
金
建
材（
株
）訪
問

　
　

▼
Ｎ
Ｔ
Ｔ
来
局

十
日
▼
局
内
会
議

十
一
日
▼ 

ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
南
ア
フ
リ

カ
元
大
統
領
追
悼
式
典
参
列
（
国

連
大
学
）

　
　
　

▼ 

全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会

訪
問

　
　
　

▼
凸
版
印
刷
来
局

　
　
　

▼
大
塚
商
会
来
局

十
二
日
▼
Ｎ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
来
局

　
　
　

▼
第
七
回
社
会
人
権
審
議
会
開
催

　
　
　

▼
無
料
法
律
相
談
室

十
三
日
▼
Ａ
Ｂ
Ｓ
木
村
氏
他
来
局

　
　
　

▼ （
公
財
）日
本
宗
教
連
盟
第
三
回
理

事
会
出
席
（
神
社
本
庁
）

　
　
　

▼ 

日
本
宗
教
連
盟
主
催
第
二
回
宗
教

法
人
の
公
益
性
に
関
す
る
セ
ミ
ナ

ー「
震
災
復
興
と
宗
教
」開
催
協
力

（
神
社
本
庁
）

　
　
　

▼ 

Ｂ
Ｎ
Ｎ
企
画
委
員
会
出
席
（
庭
野

平
和
財
団
）

　
　
　

▼
第
九
回
総
務
財
政
審
議
会
開
催

全
日
本
仏
教
会
救
援
基
金
に
つ
い
て

　

本
会
で
は
国
内
外
に
お
け
る
災
害
救
援
や
人
道

的
支
援
に
対
し
、
緊
急
且
つ
迅
速
な
対
応
を
す
べ

く
「
救
援
基
金
」
を
常
時
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
状
況
を
見
据
え
た
上
、
現
地
の
被
災
者

救
援
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
加
盟
団
体
、
各
ご
寺
院
、
檀

信
徒
・
門
徒
の
み
な
さ
ま
、
宗
派
を
超
え
て
温
か

い
浄
財
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

救
援
基
金
は
左
記
口
座
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

　

口
座
番
号

　

０
０
１
１
０
─
９
─
７
０
４
８
３
４

　

口
座
名
義
人

　

全
日
本
仏
教
会
救
援
基
金

フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
被
害
へ
の
支
援

　

二
〇
一
三
年
十
一
月
に
発
生
し
た
台
風
三
十
号

に
よ
り
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
大
き
な
被
害
を
受
け
、
ま

た
多
く
の
被
災
者
が
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
会
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
救
援
活
動
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
被
害
へ
の
救
援
基
金
は
左
記

専
用
口
座
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

　

口
座
番
号
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
専
用
）

　

０
０
１
２
０
─
８
─
７
９
０
５
２
１

　

口
座
名
義
人

　

公
益
財
団
法
人　

全
日
本
仏
教
会

お
問
い
合
わ
せ

　

公
益
財
団
法
人 

全
日
本
仏
教
会 

財
務
部

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
─
３
４
３
７
─
９
２
７
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
─
３
４
３
７
─
３
２
６
０
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※下記はデザインのみで、実物は下部に余白がございます 

※ミニサイズは横幅が半分のポスターを指します 

※サイズ・費用・申込方法等は本会 HP をご覧ください 

※2012 年以前のポスターは頒布終了いたしました 

 

 

 
 

 

 

 

2014 年春の花まつりポスター、いよいよ頒布開始です！ 

昨年の販売実績 No1 の「白象と仏旗」を初め、初の試みである、サイズ半分のミニポスターも、もちろんご用意して

おります。皆様の花まつりに是非ご活用ください！ 

 

 

 

昨年の販売実績 No1     サイズ感 No1      色の美しさ No1    わかりやすさ No1 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年は大変ご好評を頂戴し、誠に有難うごいます。 

お申込はお早目に。 

 

 

ポスター申込は右記 QR コード 

又は「全日仏」で検索 

※お申込の場合は、必ず本会 HP にて詳細をご確認ください。 

 

ポスター 1/10 頒布スタート！ 

ミニサイズ 

 

購入者の声 

〇これまでにないデザイン 

〇可愛いデザインが大変好評 

〇仏教的な感覚と子どもにも分かる 

購入者の声 

〇手軽なサイズで貼りやすい 

〇少ないスペースに最適 

〇値段が安く、たくさん買える 

購入者の声 

〇明るさと美しさが魅力 

〇お寺行事とわかりやすい 

〇どの宗派でも使える 

購入者の声 

〇稚児行列の告知に買った 

〇人間の顔は目を引く 

〇稚児の見本にもなった 

白象と仏旗 
白象と仏旗（短冊 Ver） 仏像 お稚児 

    

    

    

    
枚数限定の花ま
つり絵はがきも 
無料配布中！ 

◎本件に関するお問い合せ 

（公財)全日本仏教会 広報文化部 

TEL：03(3437)9275 FAX：03(3437)3260  

e-mail : kouho@jbf.ne.jp 




